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滋賀県下のほ場整備事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査は、はや10

年目を迎えることになりました。この間ほ場整備事業の拡大に伴い

発掘調査件数も年々増加をしてきました。

このような状況のもとで発掘調査と開発事業との間で大きな問題

が生じることなく発掘調査が円滑に実施出来ておることは関係機関

の御理解の賜ものと感謝いたします。

発掘調査で得られた資料や成果を公開し、広く県民に資料提供す

るため、ここに昭和57年度に実施しました発掘調査の報告書を刊行

することにいたしました。

この報告書が、滋賀の埋蔵文化財に関する理解を深めていただく

一助になれば幸いであります。

最後にこの調査に御協力をいただきました地元関係者および関係

諸機関の方々に対し厚くお礼申し上げます。

昭和58年 3月

滋賀県教育委員会事務局

文化部文化財保護課長

外 池 忠 雄



例    言

1.本書は、滋賀県の実施する県営ほ場整備事業に係る法養寺遺跡・薬師堂遺跡 。矢守遺跡・軽野遺跡の発掘

調査報告書で、ほ場整備関係発掘調査報告書のX-1に当る。
2.本調査は滋賀県教育委員会の指導により財団法人滋賀県文化財保護協会が実施した。

3.調査および整理 。報告は滋賀県教育委員会文化部文化財保護課技師葛野泰樹が担当し、主任調査員として

財団法人文化財保護協会嘱託調査員徳網克己が当った。

4.各遺跡の調査・整理には下記の協力を得た。

法養寺遺跡

・調査補助員 :北川利孝 (大阪学院大学)、 入野隆治・原田弘文・奥村義治 (立命館大学)、 端矩勇貴・山田

幸夫 (滋賀県立短期大∋ 、林 浩司 (仏教大学)、 小山みのり。中村康子 。小倉美奈子 (京都女子大学)、 北
川ともえ (京都和装学園O.G)

薬師堂遺跡

。調査補助員

(立命館大学)、

矢守遺跡

・調査補助員

(京都女子大学)

軽野遺跡

・調 査 員

西村武史 (大阪学院大学O.B)林 浩司。西サII 健・吉備浩子 (仏教大学)、 入野隆治
中村康子・小倉美奈子 (京都女子大学)

西村武史 (大阪学院大学O.B)、 西川 健・林 浩司 (仏教大学)中村康子 。小倉美奈子

西村武史 (大阪学院大学O.B)
。調査補助員 :西川 健 。林 浩司・吉備浩子 (仏教大学)、 北,II利孝 (大阪学院大学)、 三浦正博・重田和
良 (岐阜経済大学O.B)、 端世志彦 (大阪工業大学)、 椙森勝宏 (大阪学院大学O.B)、 西村和英 (大阪電

気通信短期大∋ 、端矩勇貴・吉川勝行・紀平純― 。山田幸夫・奥村義治 (滋賀瀑立短期大学)、 小倉美奈子

(京都女子大学)

5.本書の編集・執筆は葛野が当った。図面の整理には林 浩司、遺物の整理には小倉美奈子・ 中村康子・吉
備浩子の尽力があり、遺物写真については寿福 滋氏の協力を得た。また、本稿の校正については、滋賀県埋
蔵文化財センター目片さち氏の協力を得た。
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第 1章 犬上那甲良町法養寺遺跡



は じをめ に

本調査は、滋賀県が実施する県営ほ場整備事業 (法養寺第 1工区)に伴うものである。法養寺遺跡は以前か

ら遺物の散布が知られ、字名に大字法養寺小字番城寺
。舞台・下窪葛城 。堂前等の名をみることから、寺院跡

の可能性がある遺跡として周知されていた。遺跡の範囲は現法養寺集落とかなり重複しているとみられて
いる

が、範囲、性格、時期等は明らかにされておらず、工事実施前に発掘調査を行ない遺跡を明らかにし、その保

存を講じることにした。

今回ほ場整備の対象となるのは法養寺集落の東側約4.9 haであり、発掘調査は工事実施地区全域を対象と

した。

調査は文化財保護課が県農林部耕地建設課より予算 (2,220,000円 )の再配当をうけ、財団法人滋賀県文化

財保護協会へ委託して実施した。調査、整理期間は昭和57年 7月 ～昭和58年 3月 までとした。

なお、この調査にあたっては甲良町教育委員会をはじめ地元法養寺、下ノ郷の方々にお世話になった。ここ

に記して謝意を表します。
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1 法養寺遺跡  2 尼子南遺跡 3 長畑遺跡 4
食西古墳  9 尼子古墳群 10 下の郷古墳群 ■
塚古墳群 15 横枕古墳群 16 西ケ丘古墳群 17.
輪古墳群 21 堀之内古墳群 22 寺道古墳群 23.
山城跡

下の郷西遺跡  5.水 沼荘跡 6
宮後西古墳 12 北落古墳群 13
二子塚古墳 18,金屋北古墳 19
正楽寺古墳群 24 狐塚古墳 25,

敏満寺遺跡 8 安
三博古墳群 14 四ツ
金屋南古墳群 20 外
金屋遺跡 26 正楽寺

第 1図 法養寺遺跡位置図および周辺の遺跡(S=与そ0000)
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2.位置と環境
法養寺遺跡は、滋賀県犬上郡甲良町大字法養寺地先に所在する。法養寺は犬上川によって形成された洪積地

にあり、標高約118mを測る。遺跡は現集落を中心に半径約500mの円形をえがく規模をもつとみられるが、詳

細な範囲は明らかでない。

法養寺集落は慶長年間(1596～ 1615)に犬上川の大洪水を避け、全村をあげて約300m南東の現在地に移住し

たと伝えている。旧集落跡地には神明神社が祀られている。神明神社の南側に小字橋ノ向、橋渠があり、現在

水田となっているものの、周囲の地形より1段低く河川があったようである。

当遺跡の周辺をながめてみると、北側に県指定甲良神社がある。甲良神社は治暦年間(1065～ 69)に甲良荘総

社甲良神社としてその名を創記にのせてい琴老甲良神社と当遺跡との間にはわずかに墳丘を残す宮後西古墳が

ある。

古墳は甲良町東方の金屋、池寺、正楽寺、九条野にかけて数多くの古墳群をみることができ、その数は100

基は下らないといわれている。金屋には縄文土器の出土する金屋遺跡もあ且

集落跡は、当遺跡の西方に在土北、尼子南遺跡が位置し、奈良時代から平安時代にかけての集落跡とみられ

ていると荘園関係では、甲良町は「正倉院文書」でいう甲良郷と尼子郷に相当し、当地は旧甲良郷に属する。

甲良町には犬上郡条里制地割を所々に見ることができ、平安時代には延暦寺 。日吉神社・園城寺 。東大寺・興

福寺等の荘園が存在していぜ七甲良荘はかなりの規模を有していたと思われる。これら寺領の荘園成立につい

ては、犬上郡を本拠地としていた犬上氏や諸豪族との関係にも検討をはらうことも必要であろう。
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査3.

1.調査経過

昭和57年度の調査は、法養寺工区約4.9 haを対象とし、排水路施行部分と50～ 100m間隔に任意の試掘用グ

リットを設定した。さらに、各グリット、 トレンチ検出の遺構の拡がりに基づき調査面積を拡張し、遺構、遺
物の追求を行なった。

調査の基準点は第 5号排水路と第 5号支線道路の交点を 0点と定め、西にのびる第 5号小排水路の中心線を

基準に50m間隔にEl・ 2・ 3……、Wl・ 2・ 3……とし、第 5号支線道路の中心線を基準に50m間隔にN

l・ 2・ 3……、 Sl・ 2・ 3……と地区割をした。さらに、便宜的に各グリット、 トレンチをA・ B・ C…
…Tと 番号を付した。グリット、 トレンチは合計で20本設定し、遺構の認められたA・ C・ JoSト レンチを
拡張した。(第 3図 )

今回調査をした地区の基本土層はA・ Cト レンチ付近は耕作土下はすぐ黄褐色土層の遺構面となる。 JoR
トレンチは砂礫層の推積をみる。AoC・ 」・ Sト レンチからは掘立柱建物を検出し、K・ LoN・ Qト レン

チには数基の柱穴をみた。さらにGグ リットには東西方向にのびる溝があり、Rト レンチからは河川跡を検出

した。

2.調査日誌 (抄 )

昭和57年

7月 1日  本日より発掘調査に入る。運具搬入

とテント設営および遠景写真撮影。

7月 2～ 6日  基準杭の設置とトレンチ、グリ

ットの設定。

7月 9。 10日  E・ Fト レンチ掘削。表土下

0.4mで明灰褐色粘土の地山面となる。 Fト レン

チから柱穴数基検出。

7月 12～ 14日  A～ Cト レンチ掘削。Aト レン

チから掘立柱建物検出。 Cト レンチには柱穴を多

くみる。

7月 15～ 17日  A・ Cト レンチ拡張。

7月 20日  Aト レンチ遺構検出作業。G～ Lグ

リット掘削。

7月 21・ 22日  A・ Cト レンチ柱穴掘 り下げ作

業。

M～ Pグ リット掘削。

7月 23日  Q～ Tグ リット、 トレンチ掘削。A

～ Cト レンチ写真撮影。

7月 26～ 28日  0～ Tグ リット、トレンチ再度

第 4図  Eト レンチ掘削作業風景

第 5図  Aト レンチ遺構検出状況
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掘削し地山面を検出する。Rト レンチから河川跡検出。

他のグリットから数基の柱穴を検出。

7月 29日  Sト レンチから掘立柱建物検出。

7月 30・ 31日  Cト レンチ再度拡張。掘立柱建物 2棟と土族検出。

8月 4～ 6日 各グリット写真撮影。

3月 7日  Jグ リットの柱穴は掘立柱建物としてまとまる。Rト レンチの河川跡から多数の遺物が出土する。

8月 9～ 11日  グリット、トレンチの平板測量 (Sと 1/500)。

8月 12日  Q～ Tグ リット、 トレンチの実測用割り付け作業。
8月 21日  Aト レンチ実測作業。

8月 22～ 25日  CeF・ Jト レンチ実測作業。

8月 26～ 28日  D～ Kグ リット実測作業。

8月 30・ 31日  I～ Tグ リット、 トレンチ実測作業。本日をもって現地調査を完了する。

-6-
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4。 遺 標子(第6～8図、図版二～七 )

今回検出した遺構は掘立柱建物 5棟、土羨 2基、溝2条、河川跡 1条等と数基の柱穴群である。

Aト レンチ 掘立柱建物 1棟を検出した。
S B 8201 桁行 4間 (9.8、 10.3m)、 梁行 4間 (9.3m)、 床面積約93.5m2の規模をもつ東西棟建物である。

建物内に束柱が認められ、総柱建物に近い。建物の方位はN33° 50'Eを示す。柱間は桁行2.6m、 梁行2。 3mを

測り、柱穴は平面円形を呈し、掘方は直径0.3～ 0.5m、 柱痕は約0.15mを測る。建物はやや台形を呈するもの

の、各柱列はよく揃う。

Cト レンチ 掘立柱建物 S B8202・ 8203、 土羨 S K8201・ 8202と 数基の柱穴とがある。
S B 8202 S B8201の 西側約21mにあり、桁行 4間 (8.8m)、 梁行 3間 (7.6m)の南北棟建物で、床面積

約66.9Υ を測る。この建物も束柱をもち総柱建物に近い。方位はN34° Eを示し、S B 8201と ほぼ同値である。

柱間は桁行2.0～ 2.3m、 梁行2.2～ 2.6mを測り、建物西側の柱間が狭い。各柱列はよく揃う。柱穴は平面円形

を塁し掘形の直径は0.3～ 0.4m、 柱痕径は0。 15～ 0.2mである。建物内にはS K8201 0 8202が ありS B8203と

重複する。

S B 8203 S B8202の 北西部と重複する建物である。桁行 3間 (6.9、 7.lm)、 梁行 2間 (4.3m)、 床面積

約30。 l m2の規模をもつ東西棟建物で方位はN33° 50′ Eを示す。柱穴のうち東側中央の妻には柱は認められず、

桁行の南列と北列の柱間は等間ではない。柱間は桁行北列で2.2～ 2.4m、 南列は1.6、 3.2、 2.3mの不等間で

ある。梁行西側は2.15mの等間である。柱穴はすべて平面円形を呈し掘形の直径は0.3m、 柱痕径は0.lmと 細

い。この建物も総柱建物と思われるが、東から2列 目の梁に大きな歪みをみる。

S K8201 S B 3202の 北東隈にある土族で、平面円形を呈する。直径1.Omを測り、底部は丸く最深部で0。 24

mある。土羨内から山茶坑の出土をみた。

S K8202 S K8201の 南西約 3mに位置し、S B8202の 東側限にある。平面楕円形を呈し、長辺1.15m、 短
辺0.55mを測り、底部は丸く舟底状を呈する。深さは0.06mである。

Gグ リット 溝S D8201と 溝に平行する柱穴 2基を検出した。
S D8201 ほぼ東西方向にのびるもので、N80° 30'Eを示す。長さは 6m以上、幅1.2mを測 り、断面U字

形を呈し、深さは0.4mである。東側で北辺のみ北方へ屈曲する。その屈曲部から須恵器杯蓋が 1点出土した。

Jグ リット 掘立柱建物S B8204と 数基の柱穴を検出した。
S B 8204 S B8201の北約30mにあり、桁行 4間 (6.3m)、 梁行 2間 (3.9m)、 床面積約24.6Υ の規模をも

つ南北棟建物である。方位はN23° Eを示し、上記の 3棟より約10度西へ振る。柱間は桁行1.5・ 1,9m、 梁行

1.5。 2.4mで、柱筋はよく揃うが、柱間は一定ではなく歪みがみられる。柱穴の掘形は平面円形と楕円形を呈

し、直径0,3～ 0.5mを測り、柱痕は直径0。 15mである。他の 3棟と比して掘形は大きい。

K・ Lグ リット Kグ リットからは直径0.05～ 0.lmの平面円形を呈した柱穴を 7基検出した。柱穴の中に
は南北方向に柱筋を揃える3基がある。柱間は1.5mの等間隔であることから、建物の一部になる可能性があ

る。建物とすれば建物の西側部分になるであろう。

Lグ リットには 6基の柱穴がある。柱穴の並びは不規則である。

N・ Pグ リット Nグ リットには 5基の柱穴がある。Lグ リットと同じく建物を推想できない。
Pグ リットからは南東から】ヒ西にのびる溝S D8202を 検出した。長さは 5m以上、幅は0.2～ 0。 25mを測り、

-9-



深さは0。 15mである。

Q・ Rト レンチ ほ場整備第 3号小排水路に設定したトレンチで、Qト レンチからは柱穴 9基を、Rト レン

チからは河川跡S R8201と 柱穴10基検出した。

S R3201 東から西方に流れる河川跡で、南側肩部を検出した。長さは7.5m以上、幅4m以上を測 り、深

さは1.2mである。埋土は灰色系の砂礫層が堆積し、上層 4～ 6.10層に多くの遺物を包合する。

NOeTN09

'R滉
鰹
‖

1歩 葵音色土

第 8図 法養寺遺跡 S R8201断 面実測図
11 灰色砂礫層(1～ 2 cI大 )
12 暗灰色粘質土
地山、暗青灰色粘質土

Sト レンチ 掘立柱建物S B8205を 検出した。

S B8205 桁行 4間以上 (9m以上)、 梁行 1間以上 (1,7m以上)の規模をもつ。方位はN23° Eを示しS

B8204と 同一方向である。柱穴は平面円形を呈し掘形の直径は0.4m、 柱痕径は0。 15～ 0.2mを測る。柱間は

2.0～ 2.6mである。柱筋は比較的よく通る。

Tト レンチ 直行0。 lmま での柱穴18基と直径約0。 4mの柱穴を 2基検出した。小柱穴の深さは浅く0.lm前後

を測る。今のところ小柱穴の上部構造は粥らかではない。

3 灰色砂質土
4 灰色土(礫混)
5 灰色砂質土(礫毘)
6 灰褐色砂質土
7 暗灰色砂質土
8 褐灰色砂質土
9 灰裾色粘質土(礫混)
10 灰責色粘質土
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5.遺杉,(第 9・ 10図、図版八)

今回の調査では、遺構の大部分が耕作土直下から検出されたため明らかな遺物包含層はなく、また、各遺構

出上の遺物の残 りも良好とはいえなかった。ここでは、比較的形態のとらえられるもので、遺構に伴なった遺

物を中心に記述する。

S B 8201 土師器皿(1・ 2)がある。ともに小皿で、 1は 口径 10.5cIIl、 器高2.Ocm、 2は復元口径 10.4 clllを

測る。 1は日縁部を 2段にナデ、 2は 1段 とする。胎上、焼成はともに良く赤褐色を呈する。

S B 8202 土師器皿(3)、 黒色土器坑(4)がある。 3は 口径9.2clll、 器高1.6clllの小皿で、口縁部を 2段にな

で、内面を乱ナデする。底部外面に指圧痕を残す。 4は内面のみ黒色のいわゆる「近江型黒色土器」である。

口縁内面端部に 1条の凹線をめぐらし、内面をヘラ磨きするのであるが、摩滅のため詳細な施文は明らかでな

い。復元口径 12.6clllを 測る。胎土は良く、焼成はやや軟質で淡赤褐色を呈する。

S K8201 山茶坑(5・ 6)の 2点が出土した。ともに完形の小坑である。 5は口径8.4clll、 器高2.6clll、 高台

径4.5clnを測り、日縁端部はわずかに外反する。高台は断面台形を呈し、端部は凹凸する。底部外面に糸切 り

痕を残す。 6は 口径9.3cm、 器高2,7clll、 高台径3.9cmを測る。日縁端部は外反し、高台は断面三角形を呈する。

胎土はともに砂粒を含み、焼成は良い。色調は淡灰色を呈し、所々に緑色の自然釉が付着する。

S B 8205 須恵器杯身(7)、 土師器皿 (3)、 陶器甕(18)がある。 7は平底の杯身で底部に丸味を残す。底部

外面はヘラ切 りのままである。復元口径10,3claを測る。胎土は堅緻、焼成は良く青灰色を呈する。 8は復元口

径12.2cmの中皿である。底部と口縁部との境界は明瞭で、器壁は薄い。胎上、焼成は良く淡赤褐色を塁する。

18は常滑製品の大甕である。日縁部は大きく外反し口径32.2clllを 測る。肩はよく張 り出し直径50.4cmあ り、肩

部まで釉は溶けて流れる。内面には粘土紐づくりの痕跡をよくとどめ、幅1.2～ 2.8clll粘土紐を接 ぐ。体部外面

の最大径付近に平行タタキの押印を施し、その下位は部分的に格子状にたたく。胎土は堅緻で焼成は良好であ

る。色調は淡紫褐色を呈し釉色は淡緑黄色である。

S D 8201 須恵器杯蓋(9)がある。天丼に擬宝珠状のつまみをつけ、日縁端部をわずかに垂下さす。天丼部

約 1/2を ヘラ削りし、他はていねいに横ナデ調整を施す。口径 15,6cm、 器高3.l cllIを測る。胎土は堅緻、焼

成は良く淡灰色を呈する。

S R 8201 須恵器横瓶(16)。 甕 (17)、 木製品箸 (19～ 22)と 他に須恵器、土師器の破片や木器では板材・箸 。

薪材などの出土品もある。16は横長の体部上面中央部に外反する口縁部をつけるもので、口縁端部を肥厚させ

内側に段をもつ。口径は12.2cllIで ある。体部外面は平行タタキを密に施し、内面に円形浮文を残す。胎上に砂

粒を含み、石英粒もある。焼成は良く青灰色を塁する。17は広口短頸の甕で、体部最大径部に半環状の把手を

付ける。復元口径38 4clllを 測り、体部と変らない法量である。口頸部は丸く屈曲し、端部に面をもつ。体部外

面は平行タケキを施し、内面は円形浮文の上をかるくなでる。胎土に砂粒を多く合み、小石もある。焼成は良

く白灰色を呈する。箸は合計で15本出上した。このうち22はほぼ完形に近 く21.5伽を測る。直径は中央部で約

0.6cmあ り4ないし5面に削り、両端は直径約0.3cIIlで 6か ら7面に削 り尖らす。21は残存長 15.5clll、 中央部直

径約0.6clllで 6面に削り、先端は直径0.3cmあ り5面に削る。19は残存長12.OclH、 中央部直径約0,7 clllで 6面に

削り、先端はよく尖 り0。 15clllで ある。20は残存長6.3cmあ り、端部を 6か ら8面に削り先端径は0.15clllである。

これら箸の使用材質はヒノキである。

Lグ リット出土遺物 須恵器杯身 (11)、 灰和陶器皿(13)がある。柱穴から出上した。11は立ち上 りをもつ器

- 11 -
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第 9図 法養寺遺跡出土遺物実測図(1)
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で、立ち上りは短かく端部老丸くおさめる。胎土は堅級、焼成は良く青灰色を呈する。13は 日径 13.4call、 器高

3.Oclll、 高台径7.8clllを測る平皿で、口縁部は内弯ぎみに外方へのびる。端部内面に浅い段をもつ。底部外面に

回転糸切り痕を残す。高台は粗雑な造りで低い。胎土・焼成は良く乳灰褐色を呈する。

Qト レンチ出土遺物 土師器皿(14・ 15)、 灰釉陶器坑(12)が柱穴から出土した。14・ 15は器壁の薄い小皿で、
口縁部を 1段にナデ、わずかにつまみ上げる。15の 口縁端部はやや肥厚になる。底部は九味をおび未調整であ

る。復元口径9.lctllで胎土 。焼成は良く淡黄白色を呈する。12は体部の一部のみ遺存する坑で、高台の造 りは

良い。内面に淡緑灰色の施釉をみる。胎土・焼成は良く、素地は淡茶灰色である。

つぎに、今回出土した建物について若干の検討を加えてみることにする。

S K8201出 上の山茶坑 5・ 6は法量的にかなり小型化した小坑で、高台は粗雑な造りになり高台のつく小塊

では終末的要素をもつ。このような特徴は瀬戸窯山茶坑の第 I段階第 4型蚕誰類例を求めることができ、編年

的には12世紀第 3四半期に比定されよう。また、灰釉陶器12は折戸53号窯期の新しいタイプの特徴に似る。こ

の期のケイプは11世紀代に下る可能性を持ち、山茶坑出現期前ゐ灰釉陶器と考えられよう。

大甕18は外反する口縁部の端づくりのシャープなこと、肩の張り出しなどから重要文化財である和歌山県比

井若一王子神社経塚出土大甕ゃ愛知県西椎ノ木山古窯出土の製品に類似性を求めらは 12世紀後葉に位置付け

が可能であろう。

S B8201 0 8202出上の上師器小皿 1～ 3は 口縁部を 1段と2段に横ナデ調整するもので、法量的にも平安時

代後期の特徴をそなえている。平安京編年のⅥ期の古～中期に相当が1類例は高島町中ノ雰]愛知川町市遺鰐

から出土する。黒色土器 4も 同時期に比定される。

S D8201出 上の須恵器杯蓋 9は擬宝珠のつまみ、日縁部、天丼部の形態から陶邑編年V型式 2段魃♀栂木原

編年Ⅳ類 3段選監相当し平城宮のⅢ期の遺物に似る。その他この時期に相当する遺物としてはS R3201出 上の

横瓶16と甕17があり、同一層から出上した箸もこの時期の製品と考えてよいであろう。横瓶は大津市野畑遺謂

のS E002出上の横瓶と近似し、3世紀第 2四半期頃に比定されよう。
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6。 ま

今回の調査は、法養寺遺跡の西側を対象とした。遺跡は小学不動葛城・下窪葛城・藤ノ木・橋ノ向にかけて

拡がり、さらに西へも拡がることが判明した。

S B 8201～ 8203は出上遺物から平安時代中期から後期までの時期に比定することができ、S B8204も前者の

建物と時期差はないと思われる。建物相互の位置関係をみると、S B8201は 東西棟を主軸にもち、S B8202は

南北棟建物であることから、L字状に配置された建物群としてとらえることができる。両建物はいづれも束柱

をもつ倉庫的建物とみられ、床面積はS B 8201の 方が約27m2拡い。また、S B8202は 建て替えとみられるSB

8203や土羨と重複するのに対し、S B 8201は 重複するものはない。

S B 8204は 4間 ×2間の建物で住居と考えられる。この建物の近くから検出された柱穴は、他に数棟の建物

の存在を示唆したものとしてとらえることができ、ここにS B 8204を 中心とした建物群を想定することはでき

ないであろうか。

また、Sト レンチのS B8205も 全貌は検出していないが、倉庫とみられるもので、ここにも1群を想定する

ことは可能と思われる。さらに、S R3201の 南側からも多数の柱穴を検出していることから、SRlの南側に

建物群を想定できる。

このように考えると、今回の調査対象地では合計 3群の建物群を想定することができ、仮に南からS B8201

～3204を A群、S R8201の 南側柱穴群をB群、S B8205を 中心とするものをC群と番号を付すむ

調査地区の南側に位置するA群についてみると、北側に住居状建物を配し、南側にL字状に倉庫群を配置す

る。本来は住居区としたところにはもう少し多くの建物があったと思われる。倉庫建物は床面積を約70m2と 93

ギと大きな規模をもち、柱穴は完全な総柱建物ではない。柱の認められないS B8201の 中央部、S B8202の 東

側を土間と考えることはできないであろうか。S B8202は その部分に土羨をもち、土間とするのが最も妥当と

思われる。柱のある部分は板敷と考えられ、納屋的性格もあったのではないだろうか。

時期は少し遡るが、平安時代前葉の車津市岡田追分遺餅詣 5棟から10数棟の建物が 5～ 6ヶ 所に集在し群を

構成している。最もよくまとまっているb群を概観すると、 9棟の建物は同一方位に建てられ、東側を住居区

に、西側に倉庫 。納屋をはさんで配置され、南側に丼戸をともなっている。九山氏は「この数棟 1群こそ、当

時の農業生産の経営の単位Fと し、いゎゅる家父長制的世帯共同体と呼ばれるものであるとしている。

つぎに、岡田追分遺跡に後続する遺跡として志那中遺録孫ある。この遺跡からは平安時代後期から鎌倉時代

にかけての掘立柱建物が確認されている。建物規模は岡田追分遺跡より小さく、建物の群構成はみられず 1棟

づつ散在し、建物方位、配置に規貝」性はない。さらに、倉と思われる建物は確認されていない。これは、調査

範囲の規模による結果かもしれない。ともあれ、検出された建物は40～ 50mの間隔で 1棟 1単位に数単位が存

在していた。その間は水田地帯であったとしている。

このことから、九山氏は志那中遺跡を「古代を切り抜けた農民の、中世的世界をうかがうことができるであ

ろう。」とし「岡田追分遺跡でみられた家父長制的世帯共同体の自立した各房戸に分立した形態である」と述

べている。さらに、倉をもたないことから「律令国家体制の崩壊にともない、条里地域、いわば水田地帯に農

家が進出し、従来からの耕地と宅地の明確な分離がなくなり、経営主による作人への耕地への耕地の割り付け

として散村を形成せしめた」と結論づけてい混

上記のことから、当遺跡の建物配置を検討してみると、建物の群構成は岡田追分遺跡に近似した形態をもつ

め
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といえよう。ただ、時期的には律令体制の崩壊期にあたり、急速に単位集団である家父長制的世帯共同体の解

体が進行し、荘園制的領域支配の成立する時期に相当するといえよう。

こうした状況下における法養寺遺跡は、12世紀中頃にあっても家父長制的世帯共同体の労働単位は存在して

おり、共同体的な機能は依然として展開していたとみることができよう。

律令制下村落から初期中世村落への過渡期の中で、法養寺遺跡は甲良荘の一つとして律令制村落を基盤とし

た勢力を守 りつづけていたのであろう。

最後に、AoC・ Jト レンチ等で検出された遺構は、県農林部との協議の結果、水田高を計画高より15clll上
げることによって、現状で保存することになった。
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第2章 愛知郡湖東町薬師堂遺跡



1. 1ま じをめ に

薬師堂遺跡は、湖東町立体育館建設のおり上師器の小皿が数点出上していたことから近くに遺跡の存在をい

われていた。その位置、範囲、性格等は詳みらかではなく、今日にいたっていた。従って、今回池庄地先で県

ほ場整備工事 (池庄第 2工区)カミ約24 haにわたって実施されることになったため、事前に発掘調査を行ない、

遺跡の範囲、性格等を明らかにし、遺跡の銀存策を講じることになった。

薬師堂遺跡と関節的に関連づけられる文献に『近江愛知郡志』の以下の文章がある。「薬師氏は薬師如来の

名を負か。(中略)薬草採取の為に分置せられし氏族にて部人なり。蒲生郡鏡山村に大字薬師あり。本郡には

地名は存せざれども貞観三年十月大国郷の田券に薬師安麿の名見ゆるは当郡に配置せられし薬師部の族なら

ん。」と記述している。そこでその田券をみると、

〔埼玉県大里郡吉身村根岸伴七氏所蔵文書〕

愛智郡大国郷戸主依知秦公福万解 申、依正税常士、売買墾田、立券文事
(六 )

十二条、十一里、一、川原田、壱段イ百捌拾歩 西方直裕陸拾束

右件墜田、正税格陸拾束、充2債直2、 限2永年1、 奉レi古2   1薬師安麿1競説、望請、依レ式、立2券文1、 女日

件1拇勒2売買面人署名 1、 以解

貞観二年十月十九日 墾田主 依知秦公福万

相 売 依知秦公福貞

依知秦公貞成

保證人、正八位下 依知秦公貞宗

秦忌寸 家継

従八位 依知秦公長吉

依知秦公又男

徴部正八位下 依知秦公干門

税領大初位下 依 知 秦 公

大初位下 依 知 秦 公

郷 長 若湯坐連

(紙面に郡印21を捺す)

とある。池庄は大国郷に属し、愛知郡内においても、『近江愛知郡志』でいうように薬師の地名を求めること

はできない。しかし、当該地は小字薬師堂、栃林であることから、薬師堂にその名をあてることはできないで

あろうか。ただ、薬師安麿が大国郷に居住したのか、耕地を荘園として所有しそこに農業経営のため、農民を

住まわせていたのか明らかではない。ともあれ、貞観三年(861)頃にムラかそれに準じる集落が存在していた

と推察することは可能である。

調査は、文化財保護課が県農林部耕地建設課より予算 (3,330,000円 )の再配当を受け、財団法人滋賀県文

化財保護協会へ委託して実施した。調査および整理期間は昭和57年 4月 から昭和58年 3月 までとした。

なお、調査にあたっては湖東町教育委員会をはじめ、地元池庄の方々に色々とお世話になった。ここに記し
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て謝意を表します。

ン■ゝ

第 1図 薬師堂遺跡位置図および周辺の遺跡 (S=1た。O。。)

1 薬師堂遺跡 2
7.小田苅古墳群
13 カイゴメ古墳
19 僧坊遺跡 20

八ツ塚古墳群 3 上田遺跡 4 高塚古墳群 5
8 腸堂古墳群 9 平塚古墳 10 小八木東古墳群
14,平柳古墳群 15 畑田廃寺 16 小八木廃寺 17
百済寺遺跡 21 木戸口遺跡 22 愛知井跡

中岸本古墳群 6 上岸本古墳群
■ 小八木古墳群 12 天神古墳
菩提寺廃寺 18 南菩提寺廃寺
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2.位置と環境

薬師堂遺跡は、滋賀県愛知郡湖東町大字池庄地先に所在する。当地は愛知川によって形成された上位河岸段

丘が、愛東町大字池之尻から】ヒ西方向にのびる先端部に位置し、扇状地をなしている。地形の傾斜度は調査の

対象となった南東端と北西端の高低差は約 6mをみる。標高は調査対象地の中央部で約145mを測る。

当遺跡周辺には古墳群がかなり多く分布する。南東約 l kmの上位段丘上には八ツ塚古墳群 8基、上田古墳叙

南西約1.5kmの下位段丘上に高塚古墳群6基、中岸本古墳群10基、上岸本古墳群26基がある。西方約1.5kmには

前方後円墳を含む小田苅古墳群 2基があり、北西約 2血には大円墳で構成される勝堂古墳群48基がそれぞれ位

置す琴と各古墳群の主体部は横穴式石室とする後期古墳とみられ、愛知郡を本拠地とした愛智秦氏に関連する

ものと考えられている。

古代寺院跡では、北西約 2hに菩提寺遺跡、北東約 2 kmに僧坊遺跡、北東約 3血には鬼板を出土する小八木

廃寺があ蒼七 さらに、愛知川町大宇畑田には愛智秦氏の氏寺と考えられている畑田廃挙株あり、古墳群の分布

と合わせて検討すると興味ある寺院分布形態を呈している。

湖東町の周囲には荘園開発を究明するにも貴重な遺跡が多い。愛東町大字上岸本を井口として小日苅から愛

知川町大字畑田付近までのびる愛知井は、その灌漑地域に興福寺や東大寺の荘園が数多く分布し、後の愛知郡

条里制地割の畦畔方位と異なる南北方位を採用している。愛知井周辺は奈良時代には初期荘園開発を済ませた

ところとされているが、在地豪族の分布形態や寺院跡の調査から、最近では白鳳期まで捌ぼる可能性をもつと

されている。

池庄は「大安寺資財帳」や「永源寺文書」によると、大安寺によって奈良時代から寺領としていたことを記

している。

平安時代以降になると、皇族や延暦寺、日吉大社、春日大社等の荘園が現われ、延徳 3間 (1491)永源寺文書

によると、池庄、小田苅、大清水は永源寺の寺領となっている。ただ、『近江愛知郡志』では当地を12条 5。

6条に比定し、条里未施行地としている。

農地とするには用水の確保が必要である。比較的安定していた地域は愛知井の潅漑範囲のみとさがR当地を

含めた段丘上は溜池や井戸による補水にたよらなければならない地域である。現に、当該地周辺には溜池や井

戸の数が非常に多く、今日まで用水の確保に困難していたことを物語っている。
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第 2図 薬師堂遺跡測量図およびグリッド・トレンチ位置図
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3.調

1.調査経過

本調査は、池庄工区約24 haを対象とし、排水路施行部分と任意に試掘用 グリットを設定 して、遺跡の範

囲・性格等を追求した。さらに、検出した遺構の拡がりに基づいて、各グリット・ トレンチを拡張することに

した。

調査の基準点はほ場整備支線82号排水路を基準に、支線22号道路との交叉点を 0点と定め、50m間隔に地区

割をした。また、便宜的に各グリット・ トレンチにA・ B……wの番号を付し、合計で23本設定 した。(第 2

図)

A～ Gト レンチからは、東から西方に蛇行しながらのびる河サ|1跡を検出した。出土遺物からみると江戸時代

に埋まったようである。現在、この河川跡の上層にほぼ同位置を流れる小河川をみる。さらに、井戸の分布は

河川跡付近に集中する。

Hト レンチには南南東から北北西にのびる溝があり、それを追求していった結果、溝の東側から掘立柱建物

3棟と棚跡、土羨を検出した。溝内からは平安時代前期の遺物が出土し、特に、掘立柱建物を検出したところ

に集中する。

他のグリット・ トレンチからは何ら遺構は検出されない。このことから、薬師堂遺跡の中心部はHト レンチ

付近であると考えてよいであろう。

2.調査日誌 (抄 )

昭和57年

4月 19日 本日から薬師堂遺跡の発掘調査に入る。遠景写真撮影。基準点の設置。

4月 20～ 22日  トレンチ 。グリット設定と除草作業。

4月 23日  A・ Bト レンチ掘削。表上下0.3mにて地山面検出。旧井戸跡 2基検出。

4月 24日  C・ Dト レンチ掘削。 Cト レンチから河川跡検出。Cト レンチ払張。河川幅は約21.5mである。

4月 26日  E・ Fト レンチ掘削。 Fト レンチからCト レンチからつづく河川跡を検出する。理+から須恵器・

土師器が出土する。

4月 27・ 28日  Fト レンチ拡張と掘 り下げ。幅は約15.7m、 深さは約1.5mである。

4日 30日  Gト レンチ掘削。河川跡の延長部検出。 トレンチを拡張し河幅、深さを追求する。砂層と粘土層
がレンパ状に堆積し、下部より湧水をみる。

5月 3日  Gト レンチ拡張と掘 り下げ作業。河幅約20.5mを測る。

5月 4・ 5日  Hト レンチ掘削。表土下約0.5mか ら南北方向にのびる幅約1.2mの溝と土羨を検出する。

5月 6日  I～ Kト レンチ掘削。表上下約0.6mで地山面検出。遺構はない。

5月 8日  Aト レンチ拡張。河川跡検出。

5月 10。 11日  BoC・ Hト レンチ遺構検出作業。建物等の検出はみない。
5月 12・ 13日  Hト レンチの溝を北へ追求。本日33mま で確認。溝の北側から柱穴数基検出する。

5月 15・ 17日  溝をさらに北へ追求。長さ100mま で確認したところで、水田整地のため被掘され、濤は消

滅する。

査
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5月 18日 L～ Rグリット掘Hll。 表土TO.5m位にて地山面を検B。 追構は検出されない。

5月 19日 S～ Wグ リット.掘肖J。 遺繕儀ない。

5月 20～22.H 耳卜νンチの柱六猿四部分の追求と溝の続り下げ作業。

5月 24～ 31日 溝の掘り下げ作業。柱穴襟出部分付近■遺物の出上が集中する。

6月 r～ 7日  Gト レンチ河川跡掘り下げと写真撮影および実測作業。

01月 9～ 10日 滞横の1柱穴群追求。掘立柱建物6椋、細跡であるこ―とが判明する。
6月 11～ 17日 1掘立柱建物掘ゆ下げとA～ F卜 甲ソチ実測作業o

6月 18日 地元の人たを対象に現地説明会。約
“

名見学も

6月 19～ 23ロ  グー
'ッ

ト・トレンチの平板測量 (S1/500J。

6月 24・ 25日  Hト レツチ実測用嘗1に付け作業。

6月 26～ 30日 Hト レツチ実測作業。

7月 1白 現地調査を完1了し、秦荘町矢守遺跡べ動具を運搬する。
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4。 進卦毒 (第 3～5図、図版二～六)

ウ藤維土  
い
再

(ブ ロック状に黄褐色土混 )

3黒禍色土
(やや砂質気味)

1瓢LEL l~プ
(ブ ロック状に黄禍色土昆 )

2暗茶褐色土
3黒褐色土

1'蒻刀監

今回の調査では、Hト レンチから掘立柱建物 3

棟、棚 1条、井戸 2基、溝 2条と、A～ Gト レンチ

から河川跡 1条を検出した。

掘立柱建物

S B8201桁行 2間 (4.0・ 4.5m)、 梁行 2間 (3.9・

4。 7m)の総柱建物で、床面積は約18.28m2を測る。

柱穴は平面楕円形と円形を呈し掘形は0.4～ 0.6m、

柱痕は約0.15mである。柱間は桁行1.65～ 3.Om、

梁行2.0～ 2.6mを測り、いづれも等間隔ではない。

各柱列の柱筋はよく揃 うものの建物の平面は台形

に近い。建物の方位は西側柱列でN14° 12′ Eを示

す。

S B8202 S B 8201の 東側 lmにあり、】ヒ狽1の柱

筋を一直線に揃え平行する建物である。桁行 2間

(4.4～ 5,4m)、 梁行 2間 (3.5～ 5.Om)の総柱建

物で、床面積は約20.83Υ の規模をもち S B 8201よ

り少し大きい。柱穴はすべて平面円形を呈し、掘形

は直径0.2～ 0.6mを測 り、西側柱列には柱痕径 と

変わらないものもある。柱痕は0.15～ 0.2mを測る。

柱間は桁行2.0～ 2.6m、 梁行1.7～ 2.6mと 大きく異

なる。この建物も各柱筋はよく通るが全体的な歪み

をみる。中央の柱列と建物北西端の柱穴に重複する

柱穴が存在するのは、歪みを少しでも修整しょうと

したものであるうか。建物方位は東側柱列で N18°

42′ Eを示す。

S B 8203 S B8202の北約 4mにある建物で、 3

方を柵によってコ字状に囲まれている。桁行 2間

(3.8・ 4.2m)、 梁行 2間 (3.7m)、 床面積約14.8

m2の規模をもつ。柱穴は平面円形を塁し、掘形は直

径0。 25～ 0.5m、 柱痕径は約0.15mを測る。この建

物も各柱筋はよく通るものの、建物全体に歪みがあ

り平面菱形を呈する。柱間は桁行1.5～ 2.lm、 梁

行1.7～ 2.lmを測る。建物方位は西側柱列で N2°

Wを示し、他の 2棟 より大きく東へ振る。

1黒褐色土
2暗茶褐色土

第 3図 薬師堂遺跡Hト レンチ平面実測図
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第 4図 薬師堂遺跡掘立柱建物平面実測図

1 黒褐色枯土(畑 )
2 暗灰褐色砂質
3 淡黒色枯質
4 淡黒褐色砂質
5 淡黒褐色砂層
6 浜褐色砂礫層
7 
半獣姿播琶雑堅)琵合層

8灰掘色砂層(鉄分含 )
0褐色砂礫層(砂利 )
10淡灰褐色砂層
■ 礫少し
12濃灰褐色砂礫層(下部礫多)
13白灰褐色砂礫層(砂利)
14淡黒灰褐色砂層
褐色砂層プロッタ状(10Cm大 )lt

15暗灰褐色砂礫層(やわらか)
16暗灰色砂層
17明褐色砂層(鉄物チンデン)
18青灰色砂層(小礫含)やわらか
19褐色砂層

22青灰色砂層(細砂 刑ヽ木片少し含)
23禍色砂層(鉄物含)  やわらか
24青灰色砂礫層(礫多)上部に鉄物黒く堆積
25青灰色砂層(細砂、やわらか)
26黒褐色砂層(灰色気味)下部礫質
27黒禍色徹砂粒(堅 )下都枯質
ワ8黄色枯土(礫混)地山
29黄褐色粘土(礫淀)地山

20灰褐色砂礫層(上部礫多し,
21灰褐色砂層

第 5図 薬師堂遺跡 Gト レンチS R 3201断面図
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概

S A8201 S B8203の 南 。西・北の 3方をコ字状に囲む概である。建物の方位とは一致せず、西側柱列でN

14° 10′ Eを示し建物より約16度西に振る。南側柱列は長さ7.4m、 西側柱列は9.lm、 北側柱列は7.4mを測 り、

総延長で23.9mである。各接続するコーナは、南東部は直角に屈曲するのに対し、北西部は純角的になる。柱

穴は平面円形に近く、掘形の直径は0。 2～0.5mを測り、柱痕は柱穴の深さが浅く明らかにできなかった。柱間

は南側柱列は0.8～ 1.2m、 西側柱列は2.3～ 2.5mで南側柱列の最大柱間の約 2倍を測る。北側柱列は柱穴の方

向・間隔は一定せず、他の 2列 と異なる。

井戸

S E 8201 S B 8201の 南東約1.5mにある土渡で、位置・形態から丼戸跡とした。平面は円形を塁し、直径

1.8m、 深さ0.6mを測り、底部は九味をおびるが、少し凹凸する。内部には何ら施設は認められず、素掘のま

まであったようだ。遺物は土師器の細片が少量出土した程度である。

S E8202 建物群の南方約22mに ある井戸跡で最近まで農業潅漑用として利用していたものである。平面は

円形を呈し、直径1.7mを測り、深さについては調査に参加された地元作業員の話だと約 5mはあると聞き、

深くは追求しなかった。壁面は本来石を積んでいたが、埋め戻す時もち出せる石は取りのでいたとのことであ

る。

溝

S D8201 掘立柱建物群の西側を南南東から北北西に流れる素掘りの溝で、ほぼ真っすぐにのびる。溝の南

端は未検出であるが、北端は水田整地による被掘のため消滅する。検出した総延長は136.5mを 測 り、他方向

にのびる支線はない。幅は上流で0.6m、 建物群付近は1.5～ 2.Om、 下流で1.0～ 1.5mを 測る。深さは0.3～

0。 8mあ り、断面形はU字とV字状部分があり、下流ほどV字部が多く底部はさらに切込む。建物より少し上

流から建物付近にかけて/Juか ら攀大の礫が散在し、所々に人頭大の礫をみる。出土遺物は建物群付近に最も

集中し、他からの出土量は少ない。溝の主軸は約N30° を示し、どの建物の方位とも合わない。

S D8202 S A8201の 北西端の柱穴と重複し、S D8201ま でのびる溝である。遺構の重複関係からみると概

とは直接関連するとは思われない。溝はゆるくL字状に曲り、長さ5.5m、 幅0.45mを 測り、壁面はほぼ垂直

に落ち込み、深さは約0,5mである。

河川

S R3210 Aト レンチからGト レンチにかけて検出された河サ|1跡で,南東から北西方向へ大きく蛇行しなが

らのびる。河川幅は平均で20mあ り,深さ2m以上を測る。河川の堆積土層は中央部に褐色系の砂礫層が堆積

し,最後に埋った様子がうかがえる。その両側は黒褐色系の砂礫層で,徐々に河川の中央へ流れ込んだ堆積状

況を呈する。下層は青灰色と褐色系の砂層がサンドイッチ状に堆積し所々に植物遺体を包合する。

河川はすでに埋っているが,こ の方向とほぼ同位置に現在の小河川が流れ、それに並って井戸が掘られ,ま

た, ポンプ小屋もある。
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5。 遺 物  (第6図、図版七 )

今回の調査は広範囲におよんだが、遺構の検出されたのはHト レンチとA～ Gト レンチのみであった。この

ため遺物の出土量は少なく、約100点を数えるのみである。その中で、実測可能なものは10数点で、ここでは

その代表的な10点について記述する。

S D8201 須恵器杯身(1)。 壷(2)がある。 1は内弯する口縁部と平底の底部からなる。内外面に横ナデ痕

を残すが、底部は摩滅のため明らかでない。口径13.lclll、 器高3.9cMlを測る。胎土に石英粒を含み、焼成は軟

質で淡黄褐色を呈する。 2は壷の底部で、底部外周いっぱいにやや外へかんばる高台をつける。胎土は精良、

焼成堅級で灰色を呈する。

Hト レンチ 須恵器杯蓋(3)・ 杯身(4)・ 甕(5)・ 壷(6)・ 灰釉陶器皿(7)・ 土師器杯身(8)が遺構面から
出土した。杯蓋 3は遍平な天丼をもち、日縁部をS字状に屈曲さす。天丼の約 1/2をヘラ削りする。復元口

径16.2clnを測る。胎土 。焼成は良く淡灰色を呈する。 4は平底の杯身で底部と口縁部との境界屈曲部は明瞭で

ある。底部外面はヘラ切り後かるくなでる。口径12.8clll、 器高3.4clllで ある。胎土は良く、焼成はやや軟質で

淡灰色を呈する。 5は甕の口縁部で端部を上下へつまむ。復元口径13.8clllを 測る。胎土に長石粒を含み、焼成

は良く灰色を呈する。 6は小型の長頸壷の口頸部で、水瓶形を呈する。口縁端部を大きく外反させ、端部を上

方へつまみ上げる。内外面ナデ痕を残す。胎上に長石粒を合み、焼成は良く淡灰色を呈する。 7はやや内奄ぎ

みにのびる口縁部の端部を九くおさめ、丸味のある高台をつける。復元口径14。 3clll、 器高2.4culを 測る。内面

に淡緑色の釉がみられる。胎土は精良、焼成は良く、素地は灰白色を呈する。 9は内弯する口縁部をもつ杯身

で、内外面摩減のため詳細は不明だが、横ナデ調整を施したものと思われる。復元口径12.Oclll、 器高3.1911を

測る。胎土は良く、赤色斑と石英粒をみる。焼成はやや軟質で橙褐色を塁する。

S R8201 須恵器杯身(9)、 土師器杯身(10)が Gト レンチの河川跡から出土した99は底部のみ遺存する高
台付杯身で、高台はわずかに外へ摩んぼる。胎土 。焼成とも良く淡灰色を塁する。10は胎土は土師質であるが

緑釉陶器の未製品の可能性をもつ器である。口縁は外方へまっすぐのび、底部は外周を突起させる。底部外面

LI IIII

７

Ｉ

６

第 6図 薬師堂遺跡出土遺物実測図
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に糸切り痕を残す。口径 10。 29n、 器高2.5911を測る。胎土は良く長石粒を含む。焼成は良く責褐色を塁する。

つぎに上記の遺物について若千の年代的位置付けをしてみよう。

S D8201出 上の 2は壷0めの底部で高台の形態、その貼 り付ける位置の特徴は平城宮V期以降の性格であり、

あえて述べるならS D650A佐近似すると思われる。杯蓋 3は天丼の最も遍平するもので、平城宮Ⅶ期ないし

S D650Aに相当し、鵜木原編年Ⅶ類第 1段遷推類例を求めることができる。また、 6は栂木原遺跡ではⅣ類

第 3段階に外反させた口縁部の端部をつまみ上げるものが出現し、長岡京、平城宮Ⅵ期に相当する。 8世紀末

から9世紀初頭頃に比定される。灰釉陶器皿は比較的ていねいな器で、高台は低くて小さいが、また断面方形

に近く、 9世紀代の特徴をそなえているといえよう。土師器 8は内弯する日縁部とナデ調整から、平城宮SD

650Aに相当すると思われる。
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6。 ま と

今回検出した遺構の中でHト レンチに位置する溝 S D8201は村の中を流れる用水だけではなく、その方位か

ら水田に伴う灌漑用水を兼ねていたと思われる。しかし方位は愛知井周辺でみられる南北地割を基準とする灌

漑用水と一致しない。さらに、後述の愛知郡条里とも合わない。今回の調査では直接水田と関連する遺構は検

出されなかったが、当地にも古い方位をもつ水田が存在していたことを示唆するものと思われる。

『近江愛知郡志』では当地を愛知郡条里未施行地帯としている。愛知郡条里とは水田の畦畔主軸を約42度東

に振るもので、南北地割の水田に対し、斜行条里制地割とよんでいる。今回の溝を水田に伴うものと考えるな

らば、その時の開発は、たまたま地形の高低等の条件に合わせて開発されたため、愛知郡条里の方向と一致し

なかったとみられる。それが後の大規模な開発により旧水田を包括し耕地化されたため、旧水路は埋没したと

思われる。

掘立柱建物 3棟はいづれも2間 ×2間の総柱建物で、床面積は14.8rか ら208Υ と規模は小さい。平安時代

前期の律令制下の農村経営単位である家父長制的世帯共同体の村とされる草津市岡田追分遺跡では、倉とされ

る床面積は9ぜ から25Υの規模をもち、平均18.9Υ である。当遺跡の床面積平均値18.OΥ とほぼ同値を示す。

倉庫と考えてよい建物である。 S B 8203を 取り囲む棚 S A8201は 、建物の方位と大きく異なるものの、他に建

物はなく、S B 8203に 伴なった棚とみてよい。建物の方位と柵とを揃えることはあまり意識しなかったのであ

ろう。

では、概を伴う建物とそうではない建物との異いは何であろうか。今回の調査では、建物跡からの遺物の出

土量は少なく、また、植物質を遺存する土質ではないことから遺物から各建物の性格を明らかにすることはで

きない。各建物の配置をみるとS B 8201と 8202は東西に接するようにならび、S B 8203は S B 8202の 北側に配

され、 3棟はL字状になる。ただ、主屋や副屋的な建物は検出されなかったことから、岡田追分遺跡 6轟新 よ

うな全体構造を知ることはできない。しかし、井戸・溝さらに河川 S R 8201の 位置関係から倉庫群の東側に主

屋を中心とした建物群を推定することは可能と思われる。まず、考えられる倉庫の異いは、農村単位内で納め

る稲の異いである。すなわち、律令制支配下における租税は、口分田を班田された農民(公民)|ま田地 1段あた

り2束 2把の田租が課せられていた。これは収穫の3～ 5%にあたる。このことから、S B 8203に は租税とし
て納める稲を入れ、S B8201お よび8202には雑物や自分達の稲を納めたと推測されよう。

さらに考えられることは、先に述べた薬師氏との関連で、薬師氏は貞観三年大国郷司の「解」により墾田を

買っている。当然その土地を周辺に居住する農民と小作関係を結び、賃租経営を行なったとみられる。農民が

土地所有者に納める年貢を入れた倉が S B 8203であろうか。ただ、文献では田券の位置を13条 11里 と記し、

『近江愛知郡志』で割り付けている当地の12条 5・ 6条 と大きな異いがある。条里の位置関係についての検討

が必要である。

ともあれ、出土遺物から建物・溝は 9世紀前葉から中頃に比定することができ、この時期の地方豪族は少し

でも田地を増し、その地域の管理・運営権を得て、実質的な経営を行なおうとしている。これは律令制支配体

制下の荘園制土地支配形態の変遷の現われとしてとらえられよう。言い変えれば、土地の私的所有の拡大であ

り、開発した田地あるいは買った墾田を後に免税とする不輪化への初源的形態と思われる。そして、それが11

世紀以降寄進地系荘園として、大寺院 。大神社さらに中央貴族に寄進し、自らは荘園の荘官となってその土地

を支配していったとみられる。初期荘園制度下における農村の様子を薬師堂遺跡に見ることができる。

め
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第3章 愛知君Б秦荘町矢守遺跡



1.は じめ に

本調査は、滋賀県が実施する県営ほ場整備事業 (矢守第 3工区)に伴うものである。矢守遺跡は以前から遺

物の散布が知られており、東側隣接地に愛知川町市遺訴殊、また、現矢守集落と重複するように矢守城遺跡が

それぞれ遺存する。しかし、遺跡の範囲。性格等についてはまだ明らかにされておらず、工事実施前に発掘調

査を実施し遺跡の保存策を講じる必要となった。

ただ、遺物の分布範囲は小学蔦ノ倉付近に集中し、このあたりが遺跡の中心部と思われた。小字鳥ノ倉は約

1町半四方 (約 150m)南北方向を基準とした畦畔を残し、その北西部は現在愛知川町大字市に含まれ、小宇

鳥ノ蔵と呼ばれている。鳥ノ倉の北側はいわゆる愛知郡条里と呼称されている条里制地割が遺存する地帯であ

り、その南側の所々に南北地害Jをみる。この傾向は隣接する市遺跡と同じであることから、現在は秦荘町と愛

知川町に行政区画は分かれるものの、両遺跡は本来愛知郡大国郷に属し、同一の一連した遺跡とみられる。

調査は文化財保護課が県農林部耕地建設課より予算 (2,220,000円 )の再配当をうけ、財団法人滋賀県文化

財保護協会へ委託して実施した。調査・整理期間は昭和57年 7月～昭和58年 3月 までとした。

なお、この調査にあたっては秦荘町教育委員会をはじめ地元矢守の方々にお世話になった。ここに記して謝

意を表します。

2.位置と環境

矢守遺跡は、滋賀県愛知郡秦荘町大字矢守に所在し、一部は大字南野々日にかかる。該当する現存小字は鳥

ノ倉・三段長で約10,000m2の広さをもつ遺跡と考えられている。

当地は湖東平野のほぼ中央部に位置し、鈴鹿山脈から琵琶湖へ流れる愛知川と宇曽川との中間にある。この

ため、当該地は両河川によって形成された沖積平野を呈し、標高は約106mを測る。現在、全域水田として開

墾され、北側は愛知郡条里制地割の水田地帯で、南側は南北方向に主軸をもつ水田とそれより少し東へ振る畦

畔の水田地帯である。ちなみに『近江愛知郡志』では当地を 7条10里・ 8条 10里に比定している。

当遺跡の周辺に分布する遺跡の中で南北地割をもつものは、古代寺院跡と集落跡があり、また、愛知川町大

字畑田に広がる愛知井の灌漑範囲の水田などがあると寺院跡は南から畑田廃挙1野々日廃載 小八木廃挙1妙

園寺廃寺、軽野廃等P目加田廃挙率を上げられる。集落跡は愛知郡八木郷に伴なう地方官衛と推定されている

大間寺遺餅派ある。これらは 1町から2町四方の方格地割をもち、白鳳期から平安時代の遺跡と考えられてい

る。

古墳時代では、塚原古墳望栗田古墳群亀前方後円墳の可能性をもつ長塚古墳が東方約 2 kmに あり、その東側

に約300基の円墳で構成されている金剛寺野古墳群と48基の大円墳で構成されている勝堂古墳群がある。集落

跡は 6世紀前葉の遺物を出土する軽野正境遺餅誅ある。

隣接する市遺跡は昭和57年 10月 から、遺跡推定地の南端で調査が実施され、12世紀中頃に比定されるムラの

一部が明らかにされた。また、その北側の小字鳥ノ蔵 。中島からは古墳時代後期から平安時代の遺物を採取さ

れており、市遺跡は古墳時代からつづく集落と考えられている。さらに、当遺跡の西方には奈良時代から平安

時代の遺物の散布する沓掛遺跡、西長野遺跡等が旧東山道をはさんで分布する。いまだ明らかにされていない

愛知郡衛を想起させられる遺跡である。
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3.調 査

1.調査経過

昭和57年度の調査は、矢守第 2工区約4.5 haを対象とし、排水路施行部分と任意にグリットを設定し遺跡

の範囲・性格等を追求した。さらに、検出した遺構の拡がりによって、各グリット・ トレンチを拡張し遺構を

明らかにすることにした。

調査の基準点は第 2号小排水路と第 8号支線道路の交叉点を定め、南西にのびる第 2号小排水路の中心線を

基準に50m間隔に地区割を行なった。さらに、便宜的に各グリット・ トレンチにA・ B～ Qと番号を付した。

グリット・ トレンチは合計で17本設定し、遺構・遺物の確認されたB・ Cト レンチ、H・ I・ Kグ リットを拡

張した。(第 2図)

遺構はBト レンチ拡張部で掘立柱建物 4棟と土羨 5基を検出した。掘立柱建物は主軸をすべて南北方向にそ

ろえ、規格性のある配置をもつ。土羨はいづれも多量の上師器をもち、平面不定形を呈する。ただ、 1基のみ

内部に柱穴の伴うものがあり、また、土羨墓を想起させるものがある。

今回調査を実施した地区の基本土層は、Bト レンチから北側は0.3～ 0.4mで砂礫層の地山面となり、遺構は

検出されない。それより南側は淡褐色系の粘質土層で遺構をみる。このことから、北側にある愛知郡条里施行

地域に入ると遺構は確認されない。

2.調査日誌 (抄)

昭和57年

7月 1日 薬師堂遺跡から発掘調査器材一式搬入。テント設営、遠景写真撮影。
7月 2・ 3日  調査用基準点設置および地区割作業。

7月 5・ 6日  A～ Dト レンチ設定と除草作業。

7月 7・ 8日  Aト レンチ掘削。表上下約0.5mで地山層確認。遺構の検出ならず。

7月 9日  Bト レンチ掘削。表上下0.2mに遺物包含層があり約0.4mで柱穴を検出する。柱穴はほぼ南北方

向にならび、大きな掘立柱建物となるもよう。

7月 11日  Cト レンチ掘削。表上下0,2～ 0.4mは遺物包含層となり、約0.4mで地山になる。数個の柱穴を

検出する。

7月 12・ 13日  Dト レンチ掘削。表土下0.4～

0.5mに遺物包含層を.0.5mで柱穴をみる。

7月 15日  Fト レンチ掘削。表上下0.5mで南

北にならが柱穴を検出。溝もある。任意にグリッ

トを設定。

7月 16～ 20日  Eト レンチ、G～ Kグ リット掘

削。Hグ リットで焼土・柱穴検出。Kグ リットで

溝を検出。

7月 21日  小字鳥ノ倉の北東コーナー部分にト

レンチを設定する。方格地割を裏づける遺構は明
第 3図 矢守遺跡Aト レンチ耕土掘削作業風景
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らかにできない。

7月 22・ 23日  A・ Bト レンチ断面実測作業。北東コーナー部分 トレンチ追求。表上下約0.3mで砂礫層と

なり遺構はない。トレンチを南側へ拡張しBoCト レンチとつなぐ。

7月 24・ 25日  Kグ リット追求。溝は南西から北東にのびるものと、東西方向にのびる2条がある。L～ Q
グリット掘削。

7月 26～ 29日  Bト レンチ東側拡張。東西棟建物 1棟とその南側からも掘立柱建物検出する。

7月 30・ 31日  掘立柱建物の北東部に上師器を多量に含む土羨数基を検出する。CeDト レンチ追求。
8月 2～ 7日  Bト レンチ拡張部追求。さらに 2棟の掘立柱建物検出。すべて南北方向を基準し、総柱建物
である。

8月 9～ 12日 拡張部追求。柱穴掘り下げと土羨群清掃および写真撮影。
8月 17～ 21日  掘立柱建物の柱穴掘り下げ作業。
8月 23・ 24日  掘立柱建物清掃と写真撮影および、実測用割り付け作業。
8月 25・ 26日  Dト レンチ追求と写真撮影。グリット・ トレンチ平板測量作業 (S=1/5008月 28日 ま
で)

8月 27・ 28日  Fト レンチ追求と写真撮影および実測作業。

8月 30・ 31日  Bト レンチ拡張部実測作業。

9月 1日  調査を完了し、器材搬出作業。
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4.遺 標ユ(第4～6図、図版二～九)

今回の調査で検出した遺構は掘立柱建物 7棟、棚 1条、土羨 5基、溝18条等と数基の柱穴である。この中で

掘立柱建物と土羨はBト レンチ拡張部に集中し、小学鳥ノ倉の方格地割推定範囲内にある。溝は主にC・ E・

Kト レンチから多く検出された。ここでは各遺構ごとに説明することにする。

掘立柱建物

S B 8201 Bト レンチ拡張部の中央部にある建物で、桁行 7間 (14.5、 15.3m)、 梁行 3間 (6.8m)の 南北棟

建物である。建物内には束柱があり総柱建物を呈する。柱間は桁行1.8～ 2.3m、 梁行1.5～ 3mあ り、平均寸

法は桁行2.15m、 梁行2・ 27を測る。柱穴はすべて平面円形を呈し、掘形の直径0。 4～ 0.65m、 柱痕径は0.2～

0.25mである。方位はN ll° 30'Eを示し、各柱筋はよく通るものの柱間にばらつきをみせることから少し歪み

がある。床面積は約101.32Υ あり、今回検出した建物の中では最も規模の大きい建物である。

S B8202 S B 8201の東側に位置し、S B8201の 東側第 1列線上にS B8202の 南西隈の柱穴がのる。桁行 3

間(5,75m)、 梁行 2間 (4.lm)の南北棟建物で総柱建物にはならないようだ。建物の北側第 1列の柱穴 2基は

最近の井戸による被掘のため消滅する。柱間は桁行1.7～ 2.2m、 梁行1.9～ 2.3mを測り、平均すれば桁行1.92

m、 梁行2.05mと なる。床面積は約23.58m2で ある。柱穴は平面円形を呈し、掘形径0。 3～ 0.55m、 柱痕径0.15

～0.2mを測る。方位はN23° 30'Eを示し、今回検出した建物の中で最も西に振る。

S B8203 S B8201の 南側にL字状に配置された東西棟建物で、S B8201と は1.2mの間隔でしかない。桁

行は 5間 (7.75、 8,3m)、 梁行は東半分は 2間 (3.lm)、 西半分は 3間 (3.9m)と なる。東柱は有るところと無

いところがある。柱間は桁行、梁行とも1.5～ 2.Omを測る。柱穴は平面円形と精円形とがあり、掘形径は0,3

～0,75m、 柱痕径は0.2～ 0。 25mを測る。方位はN15° Eを示し、床面積は約28.1l m2で ある。

S B 8204 S B8203の北東にあり、S B8201、 8203と の配置関係をみればコ字状になる。規模は南北 2間

(3.75m)、 東西 2間 (4.lm)の総柱建物であり、わずかに東西方向に長い。柱間は南北1.8～ 2.Om、 東西1.8

～2.3mを測り、平均柱間は1.88mと 2.05mになる。柱穴の平面形は東側第 1列の 2基のみ長方形を呈し、他

は円形である。掘形径は0.3～ 0.6m、 柱痕径0。 2mを測る。方位はN9° 30′ Eを示し、床面積は約15,38m2を も

つ。普辺的な倉庫建物である。

S B8205 S B 8203の南方約 8mの Cト レンチから検出された建物で、南北 2間以上(4.4m以 上)、 東西 1

間以上(2.5m以上)を測る。柱間は南北 2～ 2.4m、 柱穴は平面円形を呈し、掘形径0.4～ 0,75m、 柱痕径0.15

～0.25mである。方位はN7° 30′ Eを示す。この建物もおそらく総柱建物になると思われる。

矢守遺跡掘立柱建物一覧表

建物番号 桁行×梁行 (間 ) 規 模 (m) 床面積 (∬ ) 方 位 考備

SB8201

SB8202

SB8203

SB8204

SB8205

SB8206

SB8207

7× 3

3× 2

5× 2(3)

2× 2

2以上 × 1以上

3× 2

1以上 X2

托::×“
8

5,75〉〈4.1

ζ::5x::;
4 1× 3.75

4.4以上×25以上

t.5×ζ::
1.6以上×3.0

101.32

23.58

28.11

15 38

11以上

12 33

48以上

N ll° 30′ E

N23° 30′ E

N 15°  E

N 9° 30′ E

N 7° 30′ E

N 9° 30'E

N 26 WV

建物の歪大

束柱のみ方形
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S B8206 S B 8204の南西約6.5mにある東西棟建物で、桁行 3間 (4.0、 4.5m)、 梁行 2間 (2.5、 3.3m)の

規模をもつ。柱間は桁行1.2～ 2.Om、 梁行1.4～ 1.9mを測り、各柱筋はよく通るが建物全体の歪みは大きい。

柱穴は平面円形を塁し、掘形の直径0.3～ 0.5mと 比較的まとまる。柱痕径は0。 2mである。方位はN9° 30'E

を示しS B8204と 同値である。床面積は12.33Υ である。

S B8207 Dト レンチの南西隈から検出された建物でおそらく東西棟建物になる。桁行 1間以上(1.6m)、

梁行 2間(3.Om)で 、柱間は梁行の北側が1,7m、 南側が1.2mと 0.5mの違いをみる。柱穴の平面形は束柱のみ

1辺0.5mの方形を呈し、他は直径0。 3～0.8mの円形である。柱痕は直径0。 2～ 0.25mを 測る。方位はN26° W

を示し、他の建物と比して大きく東へ振る。

紛

S A8201 S B8203の 南側約2.5mに建物とほぼ平行する糾で、方位はN82° 30′ Wを示し東西方向に主軸を

もつ。規模は 3間 (11.7m)あ り、柱間は3.0～ 4.9mを測り東側へ徐々に広くなる。柱穴の平面形は円形と方形

とがあり、東端の柱穴のみ方形を呈する。掘形の直径は0.4～ 0.6m、 方形掘形は0.5× 0.75mを測 り、柱痕径

は0.2～ 0.3mである。

土 墳

S K8201 S B 8201の北西約 5mにある橋円形の土猿で、長辺0.51m、 短辺0.45m、 深さ0.15mを測り、底

部は九味をおび土師器片が包含されている。

S K8202 S K8201の 南約 7mにある精円形の土渡である。長辺3.6m、 短辺2.65mを測り、深さは浅 く約

0。 lmである。土痰中央部に土師器片が多量にある。

S K8203 S K8202の 南東約 7mにある精円形の土顔で、長辺1.2m以上、短辺1.lm、 深さ約0。 lmを測り、

底部は九味をおびる。この土疲内からも多量の上師器片が出上した。

S K8204 S K8202の 南約 7mにあり、平面形は不定形である。規模は今回検出した土族の中で最も大きく

径約5.5mを測る。深さは約0.lmと浅い。土羨中央部に上師器片が集中する。なお、土羨内から5基の柱穴を

検出したが、土羨との前後関係を明らかにすることはできなかった。

S K8205 S K8204の 南東約 lmにある円形の土羨で、直径約0.3mを測る。この土羨から土師器が多量に

出土する。

溝

S D8201 Bト レンチ拡張部から検出された溝で、建物群の東約15mにある。溝は曲線をえがき北西から東

方にのびる。長さ9.2m以上、幅約0.4m、 深さ約0。 2mを測り断面U字形を呈する。

S D8202 Cト レンチ南東部から検出された細い溝で、南から北へのびる。長さ4m以上、幅0.25m、 深さ

約0。 lmを測る。溝の南部でS D8203と 重複するが、前後関係は甥らかではない。

S D8203 S D8202と 重複する溝で、南西から北東へのびる。長さ3m以上。幅約0.35m、 深さ約0。 lmを

測る。溝の北東部でS D8204と 重複しS D8204を 切る。

S D8204 S D 8203と重複し、S D 8202と ほぼ平行する。長さ3m以上、幅0.35m、 深さ約0。 15mを測り、

北側はS D8203に 切られる。この溝と平行するS D8202を 同時期とみるならば、ともにS D8203よ り先行する

と考えられる。

S D8205 S D8203の 南東約5.5mにある溝で、南西から】ヒ東へのびる。方位はS D8203よ り少し西に振る。

長さ3m以上、幅約0,3m、 深さ約0。 lmを測る。

S D8206 S D8205の 南東約 3mにあり、南南西から北北東にのびる。長さ3.2m以上、幅0.25m、 深さ約

―- 38 -―
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第 6図 矢守遺跡 F・ Kト レンチ平面実測図

0。 lmである。

S D8207 S D8206の 南東約 5mにある大溝で、河川跡とみられる。溝は大きく北西部と南東部に分かれ、

北西部幅は 2～ 3.5m、 南東部幅6.5～ 7mと なる。全体で約1lmの幅を測る。深さは最深部で約1.2mあ り青

灰色砂層と褐色系粘質土層とがサンドイッチに堆積する。

S D8208 Fト レンチから検出された溝で南南西から北北東へのびる。長さ3.2m以 上、幅0.8m、 深さ約

0.2mを測る。

S D8209 S D8208の 南東約 2mを S D8208と ほぼ平行して流れる溝で、長さ3.5m以上、幅約0.5m、 深さ

約0,15mを 測る。

S D8210 S D8209の 南東約 3mを南西から北東へのび、南東側の壁が 2段に落ち込む。長さ3.3m以上、

幅は 1段 目1.0～ 1.7m、 2段目0。 4mを測る。深さは0.2mである。

S D821l S D8210の 南東約12mにあり、南西から】ヒ東へのびる。長さ3m以上、幅約0.5m、 深さ約0.2m

を測る。

S D8212 Fト レンチの南東隈から検出された。南から】ヒヘのび、長さ4m以上、幅約0.6m、 深さ約0。 4m

を測る。

S D8213 S D8212の すぐ東側を平行して流れる溝である。長さ2m以上、幅約0.3m、 深さ約0.lmである。

S D8214・ 8215 S D8215は Hト レンチから検出され、その東方約19mに Kト レンチのS D8214が ある。方

向は西北西から東南東にのび、同一の溝とみられる。両溝の長さは S D8214は 33.5m、 8215は 4mあ り、総延

長約56.5mを測る。幅は0.5～ 1.Om、 深さは約0.2mで断面U字形を呈する。
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なお、S D8215の 西側廷長線上にS D8201が あり、S D8201、 8214、 8215は同一の溝と考えられる。ちなみ

に、総延長は87.7mになる。

S D8216 S D8214の 南西部を切る滞で、南西から北東へのびる。長さ26m以上、幅0,3～ 1,2mあ り、SD
8214と の重複部のみ細くなる。深さは約0.3mで断面U字形を呈する。

S D8217・ 8213 S D8217は S D 8214と 重複し、S D8218は S D3216と 重複する。ともに、南から北にのび、

同一の溝である。長さは22m以上、幅1.7～ 2.7mを測る。
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ヒ還 物  (第 7・ 9図、図版十～十二 )

今回の調査では弥生土器,古式上師器,土師器,須恵器の上器類と石鏃の出土をみた。以下,遺構に伴った

遺物を中心に記述する。

掘立柱建物,各建物から多くの上器が出土したが,すべて細片で実測可能なものは数点である。S B8021の

柱穴から須恵器杯身(1)が出上した。立ち上りは短く,よ く内傾する。胎土,焼成は良く,黒灰色を呈する。

S K8201 土師器壷(2)・ 甕(26)がある。 2は短かくて外反する口縁頸部と球状の体部からなる丸底の壷で,

口径9.6clll,復 元器高約7.5cmを測る。体部の内外面にハケロ調整を施す。胎土に石英を含み,焼成は良く橙褐

色を呈する。26はいわゆる近江聖の養で,口縁部を内弯させ端部に内傾する面をもつ。肩は張らず口縁径と変

らない。体部内外面をハケロ調整し,日縁部は内面をハケロ調整,外面をなでる。口径19.8911を測る。胎上に

細砂を含み,焼成は軟質で淡赤褐色を呈する。

S K8202 須恵器杯蓋(3),土師器甕(4～ 6),把手(7)がある。 3は 口縁部と天丼部の境界の稜 。段はな

く,天丼部の九い蓋である。口縁先端は丸くおさめる。天丼部の約 1/2をヘラ削りする。口径11.8clll,器 高

約3.8clllを測る。胎土に黒色斑文がみられ,焼成は良く灰白色を呈する。

4は頸部を丸く屈曲させ,口縁部は外上方へのび,体部の肩は張らない。体部の内外面をハケロ調整し,ロ

縁部外面はハケロ調整後なでる。口径19.Oclllを 測る。胎上に砂粒を多く含み,焼成はよく赤褐色を塁する。 5

はく字状に屈曲する口頸部の口縁端部に内傾する面をもち,体部の肩は張らず,体部の最大径は下位にある。

体部外面はハケロ調整し,内面をヘラ削りする。胎上に石英を含み,焼成は良く淡赤褐色を呈する。外面の一

部は黒褐色である。 6は内弯する口縁部の端部に面をもつものである。口径約26calを測る。体部の内外面をハ

ケロ調整する。胎上に砂粒を合み,焼成は軟質で淡赤褐色を呈する。 7は把手のみ遺存し,端部はよく垂下す

る。体部内面にハケロ調整をみる。

S K8203 土師器甕(8)がある。口縁部の内面側を肥厚させ,先端を九くおさめる。体部外面と口縁部内面

をハケロ調整し,体部内面はヘラ削りの可能性がある。胎上にやや大粒の砂粒を含み,焼成はやや軟質で淡黄

褐色を呈する。

S K8204 須恵器高杯(9),土師器高杯(10)。 重(11)。 甕(12)がある。 9は脚柱部のみ遺存するもので,上

下 2段に 3方向のスカシを穿ち,その中間に 3条の凹線をめぐらす。スカンはヘラで細く切り込む程度である。

胎上に石英を含み,焼成は堅緻で暗紫色を呈する。10は杯部のみ遺存する高杯で,底部と口縁部との境界に段

がめぐる。口縁部はよく外反し,端部に面をもつ。口径14.7clllを 測る。胎土に石英を含み,焼成は良く淡赤褐

色である。11は内弯する口縁部と球状の体部からなる九底壷である。外面はヘラ研磨を施すが摩滅のため明ら

かではない。口径11.3clll,器 高11.4clllを 測る。胎土は良く,焼成は軟質で淡茶褐色を呈する。12は体部のみ遺

存するもので,外面に埴輪状の凸帯を付ける。外面に細いハケロ調整を施す。胎土に砂粒を合み,焼成は軟質

で淡赤褐色を呈する。

掘立柱建物上層出土遺物 須恵器杯蓋(13～ 15)・ 杯身(16～ 22)。 高杯(23)・ 壷(2つ・土師器壷(25)・ 甕(27

～2の 。鉢(30)。 高杯(31・ 32)がある。

13は 口縁部と天丼部の境界に段をもち,日縁端部に内傾する面をもつもので,天丼部の約 1/3をヘラ削り

する。口径14,Oclll,器 高約 5 clllを 測る。胎土は精良,焼成は堅級で灰白色を呈する。14は 口縁部と天丼部の境

界を丸くおさめるもので,口縁端部は尖りぎみである。天丼部の約 1/4は未調整でヘラ切り痕を残す。復元
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口径10.6clll,器 高4.0伽を測る。胎土に細砂粒を含み,焼成は良く灰白色を呈する。15は 口縁部の端部をごく

わずかに垂下させるもので,天丼部の約 1/2をヘラ削りする。胎土は良く,焼成は堅緻で灰白色を呈する。

16～ 20は立ち上りをもつ杯身で,16はよく立ち上り,先端を九くおさめる。底部外面の約 1/2をヘラ削りす

る。口径9.5clll,器 高4.6clllを測る。胎上に微砂粒を含み,焼成は良く灰白色を呈する。17は内傾する立ち上り

の先端を尖 りぎみにし,底部は丸味をもつ。胎土にやや大粒の石英を含み,焼成は良く暗灰色を呈する。18～

20の立ち上りは短く,よ く内傾する。いずれも器高比数は低い。18は底部の約 1/3を ヘラ削 りする。口径

12.Octll,器 高4.9911を測る。胎土,焼成はよく白灰色を呈する。19・ 20は胎上に微砂粒を含み,焼成はやや不

良で淡褐灰色を呈する。21は平底の杯身で口縁部をやや外反さす。底部外面の中央部にヘラ切り痕を残す。日

径12.Ocln,器高3.4cMlを測る。胎土に石英を合み,焼成は良く灰白色を呈する。22は高台付杯身で,高台は低

いが外方へかんばる。底部外面はヘラ切りのままである。胎土に砂粒を含み,焼成は良く灰白色を呈する。23

は有蓋高杯の杯部のみ遺存するものである。立ち上りはよく内傾し,器高は低い。胎土に石英を含み,焼成は

良く淡灰色を呈する。24は壺の底部とみられるもので,底部は平底を呈し,器壁は薄い。胎土に微砂粒を多く

含み,焼成は良く明白灰色を呈する。

25の 口頸部はゆるいカーブをえがいて立ち上り,先端は尖る。外面に荒いハヶ口調整を施し,日縁部と体部

の一部にススが付着する。胎土に砂粒を合み,焼成は良く淡黄褐色を呈する。

27～ 29は肩の張らない甕で,口縁部を外反させる。27は体部の内外面をハヶ口調整する。29は外面をハヶロ

調整し,内面は摩滅のため不明である。胎土は27に石英が認められ,他は大粒の砂粒を含む。焼成はともに軟

質で,色調は27は灰褐色,28・ 29は淡褐色を呈する。30は鉢の口頸部で,口縁部は外方へのびる。体部外面と

口縁部内面をハケロ調整する。日径は約40clllを測る。胎上に石英を合み,焼成はやや軟質で明褐色を呈する。

31・ 32は高杯の破片で,31の杯部は体部と口縁部の境界に段をもち,日縁部を外反させる。口径15,4clllを 測る。

32は下位を屈曲させる脚部である。調整はともに摩滅のため明らかではない。胎土・焼成は良く赤褐色を呈す

る。

Bト レンチ出土遺物 遺物包含層から須恵器杯蓋(33・ 43)・ 甕(34),土師器甕(42)な どが出上した。33は天

井部に九味をもち,口縁端部を外方へわづかにつまみ出すもので,天丼部の約 1/4はヘラ削りする。口径13.4

clll,器高3.8ollを測る。胎土に石英を含み,焼成は良く灰白色を呈する。43は口縁端部を垂下させるもので,天

井部は扁平である。天丼の約 1/2をヘラ削りする。胎土に砂粒,石英を含み,焼成は良く白灰色を呈する。

34は口縁端部を外方へ折りまげ,先端を尖す。胎土に石英を含み,焼成は堅緻で暗灰色を呈する。42はいわゆ

る近江型の甕の体部で,内外面細いハケロをていねいに施す。胎上に砂粒を多く合み,焼成はやや軟質で,淡

黄褐色を呈する。

Dト レンチ出土遺物 遺物包含層から秀生土器壷(35),石鏃(36)な どが出土した。35は頸部に 5条の凹線を

めぐらす。体部最大径はほぼ中位にあり,底部は平底で器壁は他と比して非常に厚い。体部内外面はヘラ研磨

と思われるが摩滅のため明らかではない。胎土に砂粒を多く含み,焼成はやや軟質で暗赤褐色を呈する。36は

平面二等辺三角形に近い石鏃で,長さ2.4clll,底径1.6clll,厚 さ0.2clllを測る。石材はチャート質で,光沢のあ

る暗黒褐色を呈し,斜方向に白色の脈が数条はしる。

Eト レンチ出上遺物 遺物包含層から須恵器高杯(37),弥生土器甕(38)な どが出土した。37は杯部のみ遺存

するもので,形態は23と 似る。脚部の直径は杯部との接続痕から約 4 clllを 測る。胎土,焼成は良く暗灰色を呈

する。38は口縁部を丸く外反させるもので,口縁端部も丸くおさめる。肩は張らない。内外面を太くて荒いハ

ケロ調整を施す。胎土に砂粒を含み,焼成は良く淡褐色を呈する。
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Fト レンチ出土遺物 遺物包合層から須恵器杯身(3の 。高杯(40)。 甕(41)な どが出土した。39は平底の杯身
で,日縁部はわづかに外反し,底部は丸味をもち外面は未調整である。口径12.Ocln,器高3.8c14を 測る。胎土

に砂粒を多く含み,焼成は良く灰白色を呈する。40は 23・ 27よ り器高は少し高く,内外面に横ナデ痕を良く残

す。胎土,焼成とも良く,暗灰色を呈する。41は く字状に屈曲する口頸部をもち,口縁端部に内傾する面をも
つ。体部外面はタタキ調整を施し,内面はナデ調整である。胎上に石英を合み,焼成は良く白灰色を呈する。
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6。 ま め

今回の調査の結果,小宇蔦,倉地区から掘立柱建物が 7棟検出された。建物は柱穴の重複関係,方位などか

ら大きく3群にわけられそれが時期差を示しているといえる。

1群とされる建物は S B8021,8203～ 8206の 5棟, I群は S B 8202,Ⅲ群は S B8207で ある。この中でⅢ群

とした S B8207は 束柱のみ方形を呈し東西に建物がのびることから他と異なる柱格をもつとみられる。その位

置は蔦,倉の南辺側の東部の位置に相当し,門跡と推定されるものである。このことから, I・ I群とは方位

を異にするがどちらかの群に属するものと考えられる。

建物の時期については柱穴出土遺物に 6世紀後半から7世紀初頭の細片が含まれ,古墳時代後期に属する建

物の可能性をもつ。しかし,耕作土床面直下から検出されたこれら遺構は土羨以外,時期決定に躊躇する。床

工等からは比較的時期の新しい遺物も出土し,今後調査が計画されている愛知川町市遺跡に含まれる鳥ノ蔵の

結果を待って判断したい。なお,古墳時代後期の掘立柱建物群の類例としては,守山市赤野井遺訴歌ある。 1

群 (6世紀後半), I群 (7世紀前半),Ⅲ ～ V群 (8世紀前半～ 9世紀後半)の 5群のうち I・ Iがそれで ,

屯倉の性格をもつと推定されている。また, 7世紀中葉頃の群構成 (I群)をみる美園遺跡は高島郡の地方官

衛として比定されている。このことは,早 くから渡来人が居住し開発された当郡においても,上記のような官

衛的要素をもつ遺跡の存在を想起することができる。

矢守遺跡は市遺跡を含めて『和名称』で言う愛知郡大国郷に比定でき,大国郷の西郷境は中山道 (旧東山

道)に想定されることから,大国郷は愛知郡の中心部に位置していたといえる。中山道の近 くには,未だ明ら

かでない愛知郡衛を求めることができ当遺跡の位置は愛知郡でも重要な所であったとみられる。その中枢部が

鳥,倉 (蔵)ではなかったか。

現在,大国郷には野々目廃寺と畑田廃寺の 2寺が確認され,畑田廃寺は隣接する勝堂古墳群との関係から,

当群に本拠をかまえた愛智秦氏の氏寺として,野々目廃寺は大国郷の大国寺伝承の寺院に比定することも可能

である。当遺跡と野々目廃寺は位置的関係から本来包括される遺跡としてとらえることができ,その相関関係

を解明することが,当遺跡の性格を明らかにする錠であるといえる。

ともあれ,当遺跡は方生時代から古墳時代後期,更には市遺跡第一次調査で確認された12世紀中頃の掘立柱

建物の存在は,連綿と当地に人々が生活をした証しである。また,遺跡の北側に存在する愛知郡条里制地割の

水田や建物の検出されない地区から検出されるであろう南北地害Jを もつ畦畔は,愛知郡における古代から中世

に変貌する村落の経営状態を如実にあらわしたものとして注目される。

註

① 葛野泰樹。徳網克己「市遺跡発掘調査概要」 I (愛知川町教育委員会 (財)滋賀県文化財保護協会 昭和58年 )

② 中野栄夫「近江国愛智荘故地における開発と潅漑」(『地方史研究』138号 昭和50年 )

高橋誠一。小林健太郎「愛知川扇状地北半部の開発と条里」(『滋賀大学教育学部紀要』27号 滋賀大学教育学部 昭

和52年 )

葛野泰樹「愛知川流域の灌漑施設」(『滋賀文化財だより』皿66号 (財)滋賀県文化財録護協会 昭和57年 )

③ 昭和53年発掘調査

④ 近藤 滋「秦荘町野々日遺跡」(『ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書』V 滋賀県教育委員会 (財)滋賀県文化財保護

協会 昭和53年 )
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③ 葛野泰樹・ 山中仁志『大問寺遺跡発掘調査報告書』(滋賀県赦育委員会 (財)滋賀県文化財保護協会 昭和57年 )
◎ 昭和53年度発掘調査

⑩ 昭和53年度発掘調査

① 田中勝弘。近藤 滋「愛知郡秦荘町コクヨ敷地内古墳調査報告」(『滋賀県文化財調査年報』昭和48年度 滋賀県教育
委員会 昭和50年 )

近藤 滋  「秦荘町上蚊野古墳郡」(『ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書』Ⅳ―Ⅱ滋賀県教育委員会 (財 )滋賀県文化
財保護協会 昭和52年 )

近藤 滋・ 藤川清文他「秦荘町上蚊野古墳群」(『ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書』V 滋賀県教育委員会 (財 )滋
賀県文化財保護協会 昭和53年 )

⑫ 近藤 滋。石橋正嗣・石原道洋『軽野正境遺跡発掘調査報告書』(秦荘町教育委員会 昭和54年 )
〇 山崎秀二他「守山市赤野井遺跡」(『滋賀県文化財調査年報』昭和51年度 滋賀県教育委員会 昭和53年 )
⑭ 林 博通・松浦俊和・宮成良佐・葛野泰樹『美園遺跡発掘調査報告』(滋賀県教育委員会 (財 )滋賀県文化財保護協会
昭和50年 )
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第4章 愛知郡秦荘町軽野遺跡



1.1ま じめ に

本調査は、滋賀県が実施する県営ほ場整備事業暗渠排水工事 (蚊野工区)に伴うものである。軽野遺跡は古

から瓦の出上が知られ、また、小字に塔ノ塚をみることから『近江愛知郡志』には「丘地 (塔ノ塚)の南方、

水田中に一巨石ありて古寺全盛時代の塔の礎石なるを惟めたり、依て丘地に入り革を分けて土中を探りしに優

秀なる唐草瓦の破片や平瓦の破片を発見したり。(中略)昔時七堂伽藍の大刹饗之しを證す。」と記述し、寺院

の存在を示唆していた。当該地には愛知郡で遺存する古代寺院跡と同じく、南北方向を基準とした方格地割が

残っており、そこが軽野塔ノ塚廃寺の推定地とされていた。

昭和53年度ここにほ場整備事業が実施されることになり、同年水路予定地と削平部分を中心に発掘調査が行

なわれた。その結果、寺域の西と南を画する溝と南門 (3× 2聞)が検出された。しかし、北東限を画する施

設や主要伽藍部分は未確認に終り、寺院の構造は明らかにされていない。ただ、出土遺物に大量の瓦が含まれ

白鳳期から鎌倉時代にかけてのものであることが判明した。

この調査によって、塔推定地は現状で保存し、寺域内は削平をさけることで遺跡の保存がはかられた。

しかし、今回の暗渠工事は前回保存をした主要伽藍部分にも工事を行われることになり、事前に発掘調査を

実施し遺跡の保存策を講じることにした。

調査は文化財保護課が県農林部耕地建設課より予算 (4,440,000円 )の再配当をうけ、財団法人滋賀県文化

財保護協会へ委託して実施した。調査・整理期間は昭和57年 10月から昭和58年 3月 までとした。

なお、この調査にあたっては秦荘町教育委員会をはじめ地元の方々にお世話になった。さらに、瓦類の整

理・報告については西田 弘先生に多くの御教示を得た。ここに記して謝意を表します。
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第 1図 軽野遺跡位置図およびその周辺の遺跡 (S=1/50000)

1 軽野遺跡  2 妙園寺廃寺 3.小 八木廃寺
恩寺遺跡 8 常安寺遺跡 9 光林寺遺跡 10
野正境遺跡 14 大間寺遺跡 15 市・矢守遺跡
寺野古墳群 19 平柳古墳群 20 長塚古墳 21
遺跡 25 斧磨遺跡 26 愛知井跡

4 目加田廃寺 5 野々田廃寺 6 畑田廃寺 7 報
金台寺遺跡 H 西明寺遺跡 12 金剛輪寺遺跡 13 軽
16 市・矢守遺跡鳥ノ蔵地区 17,二 子塚古墳 18 金剛
塚原古墳 22 栗田古墳群 23 腸堂古墳群 24 高坪山
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2.位置と環境

軽野遺跡は滋賀県愛知郡秦荘町大字軽野・蚊野に所在する。古から寺院跡と推定されていた遺跡で、寺域は

1.5町から2町四方の規模を有した大寺院と考えられている。創建期はこれまでの調査によって白鳳期に比定

され、鎌倉時代まで存続していたとしられている。

当地は宇曽川の右岸に位置し、宇曽川によって形成された扇状地の中位にあたる。かっては扇状地を地形に

みあったように開墾していた水田の影環を眺望できたのであるが、今は大規模ほ場整備事業によって、画一化

された水田形態をみる。ただ、地形が扇状地であるため、現在の水田も一筆づつ西側へ段々状に形成され、往

時の地形をそこに紡彿させられる。しかし、現地形からは当時の小字名や畦畔を追求することはできない。

軽野遺跡はこのように区画整備された水田の中に拡がり、塔跡として推定されている 1区画 (30m四方)の

み緑地公園として保存され、遺跡の説明板も設置されている。

当遺跡の周辺には南北方向を基準とする方格地害Jを もった寺院跡や集落跡がある。寺院跡では北から日加田

廃季i妙園寺廃寺、小八木廃華?野々目廃挙i畑田廃挙株それで、 1町ないし2町四方の寺域をもつ。これら

諸寺院は愛知郡内に居住した渡来系氏族愛智秦氏や軽野氏と緊密な関係にある氏寺に相当するものと郡寺的性

格をおびたものとがある。しかし、今のところどの寺院をそれに比定するか明らかにされていない。

ただ、当遺跡に隣接する蚊野には軽野神社が鎮座し、大字名に軽野の名をみることができ、さらに、宇曽川

右岸堤には当郡最大の規模をはこる金剛寺野古墳群 (約300基Pが位置することから、当遺跡を軽野氏と関連

づけ、また、畑田廃寺はこれまでの調査によって 2町四方の寺域をもつ大寺院であることが判明し、「秦」と

銘記した墨書土器の出土、さらに、隣接地に大円墳で構成される勝堂古墳群 (48基)が遺存することなどから、

畑田廃寺を愛知郡の雄、愛智秦氏と関連づける説がある。そして、大国寺伝承のある寺院を野々目廃寺に求め、

郡寺をそれに比定づけることも可能ならしめている。いづれにしても、今は推定の域を脱しきれづ今後の調査、

研究が必要である。

集落跡では、当遺跡の北東部に毛入堂遺猷珠隣接し、 6世紀後半から12世紀中頃にかけての遺物の出土をみ

る。南方約 1血には 6世紀前葉の竪穴住居で構成された軽野正境遺訴孫あり、宇曽川対岸には地方官衛と考え

られている大間寺遺猷誅ある。その西方約 l kmには本報告書にも掲載した矢守遺跡匙市遺録聡ミぁる。大間寺遺

跡、市・矢守遺跡とも1町から2町四方の方格地割をもち、上記の寺院との相関関係が注目される。

―- 51 -―



:安掠手|

500M
I

第 2図 軽野遺跡調査範囲図
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査調

1.調査経過

昭和57年度の調査は、蚊野工区約4.5 haを対象とした。調査は暗渠排水溝布設工事のため排水溝予定地に

トレンチを設定し遺構の有無を確めた。(第 2図 )

調査用基準′ミは第 3図のように定め、各 トレンチを便宜的に lA-1・ 2……、 lB-1・ 2……、 2A―
1・ 2……、 2B-1。 2……と番号を付した。 トレンチは合計で27本設定し、遺構の確認された lB-1、
7ト レンチを拡張した。(第 3図 )

検出された遺構は lB-1ト レンチで礎石、瓦列、溝、瓦敷整地層、 lB-7ト レンチで瓦窯 2基 と柱穴で

ある。その他には 5本の トレンチからほ場整備の実施される昭和53年まで存続していた河川跡を検出したのみ

で、直接寺院に関連づけられる遺構は検出されず、伽藍配置を明らかにする資料は得られなかった。

遺物としては、 lB-1ト レンチから大量の瓦類の出土をみた。瓦類には完形の軒平瓦もある。瓦窯からは
灰原も含めて、遺構の遺存度の低さから遺物の出土量は少なかった。

2.調査日誌 (抄 )

昭和57年

10月 4日 本日から発掘調査を開始する。調査地遠景写真撮影および調査地踏査。
10月 5～ 9日  lA・ B区基準杭設定作業。

10月 12～ 16日  2A・ B区基準杭設定作業。

10月 18～ 21日  lB区 トレンチ設定作業。

10月 22日  lB-1ト レンチ掘削作業。表土下0.5～ 0。 7mか ら大量の瓦と礫、溝検出。
10月 23日  lB-1ト レンチ北東部掘削。心礎とみられる礎石を検出。

第 4図 暗渠排水工事状況 第 5図  lB-1ト レンチ調査状況
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10月 25・ 26日  lB-203ト レンチ掘削。 2ト レンチでは表土下0。 2～0.3mで地山層をみる。瓦の出土量

は少ない。 3ト レンチの南東部から池(沼)を検出する。耕土直下は地山となる。

10月 27・ 28日  lB-4ト レンチ掘肖」。北東部で河川跡検出。

10月 29日  lB-5ト レンチ掘削。 lB-1ト レンチ断面実測。

10月 30日  lB-6ト レンチ掘削。中央部で河川跡検出。焼上のかたまり混入する。

11月 1日  lB-7ト レンチ掘削。 トレンチ中央部で河川跡を、その南側で焼土 。灰原を検出する。瓦の出

土をみる。

11月 2日  lB-8ト レンチ掘削。何ら遺構は検出されず。

11月 3日 本日文化の日。発掘調査を作なう。 lB-2・ 3ト レンチ断面実測作業。

11月 4日  lB-7ト レンチ焼上部分拡張。瓦窯 2基を検出する。瓦窯は耕土直下にあり、床面のみ遺存す
°

る。

11月 5～ 10日  lB-8～ 10ト レンチ掘削作業。耕土直下地山層となり何ら遺構は検出されない。

■月11日  2A-1・ 2ト レンチ掘削作業。耕土直下地山層となり、少量の遺物を出土するも遺構は検出さ

れない。

11月 12日  2A-3・ 4ト レンチ掘削作業。遺構はない。

11月 13日  2A-5・ 6ト レンチ掘削作業。依然遺構は検出されず、これより北東部への追求は止める。 1

B-4～ 6断面実測作業。

11月 14日  日曜日にかかわらず作業を行なう。 lB-8～ 10断面実測作業。

11月 15・ 16日  2B-1～ 3ト レンチ掘削作業。遺構は検出されず。

11月 17・ 20日  lA-3～ 5ト レンチ掘削作業。沼跡検出するのみ。 2B-1～ 3ト レンチ断面実測作業。

11月 22～ 27日  lB-1ト レンチ清掃作業。および写真撮影。

11月 29・ 30日  lB-1ト レンチに直交するトレンチ 2本掘削。瓦・礫敷追求。

12月 1～ H日  lB-1ト レンチ平面実測作業。

12月 13～ 18日 瓦窯追求。写真撮影と実測作業。

12月 20～ 27日  2A-1～ 6ト レンチ断面実測作業。これにて現地調査を完了する。なお、年をあけて トレ

ンチの埋め房し作業を行なう。
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4.遺 梓,(第 6図、図版一～十 )

今回の調査では lB-1ト レンチから礎石、溝、礫・瓦敷遺構を、
lB-7ト レンチから瓦窯等を検出した。他には、沼跡、河川跡等
があるがこれらは昭和53年度のほ場整備事業を実施するまで存在し

ていたものであり、ここでは割愛する。

lB-1ト レンチ (第 6・ 7図、図版二～四・ 七)
礫・瓦敷遣構 群を構成して検出された。大きく5群に分かれ、

第 1～ 5群とする。

第 1群 :ト レンチの 0点から11～ 26mの 15m間にあり、 3～ 7 clll

の'礫と細片瓦とが一面に敷かれる。南側は沼によって消滅し、北
側は溝 (SD4)で 終る。23mか ら北側は平瓦の破片が多くなり、
24.5m地点で重弧文軒平瓦が出土し、溝の落ちぎわは平瓦が溝方向

に折 り重なるように出土する。第 1群の東西幅は20m以上あり、西

側へつづく。20～ 21m地点には南北方向に主軸をもつ溝 SDlと そ
の東約10mに SD2、 SDlの 西5.7mに SD3が あり、いづれも
南】ヒ方向をむく。SDlは 幅0。 46～ 0.8m、 深さ約0.lmを測り、東
側の肩が凸凹する。SD2は 幅約2.3mあ り、東側壁は段々に落ち
込み、溝の底部は西側にある。深さは0.12mで ある。 SD3は 幅
0.6m、 深0.15mを測 り、断面 U字形を塁する。SD4は SD2の
北延長13.5mに あり、幅2.lm深 0。 16mを測 り、西側壁に0.3～ 0.4

mの花満岩の自然石が 4個存在する。並んであるか判然としない。

溝中央部には直径25clllの 九太がある。流木とみられる。溝 SDl～
SD4は 同一方位をとり、平行関係にある。

第 2群 iSD4の 東側から35.5mの 7.5m間にあり、23mか ら32
mま では聞は少なく、32～ 35.5mの 3.5mの間は第 1群 と同じく小

礫、小瓦片を敷 く。29m付近に平瓦の破片が散乱し、34m付近に単

弁八葉軒丸瓦 (A型式)が出土する。

第 3群 :37mから45mがそれで、37～ 41mは比較的少なく、41m

に0.12mの 落ち込みがありそれより4 mttlke敷 となる。この間は

特に瓦の堆積が多く約0.2mの厚さを測る。平・丸瓦の出土が多 く、

単弁八葉軒丸瓦 (B型式)も 出土する。

第 4群 :49.5mか ら55mの 5.5mの間で、この群は礫は少な く多

量の瓦堆積をみる。整地面とするより瓦堆積地で、軒丸瓦 (C型

式)や唐草文軒平瓦 (B型式)が出土する。

第 5群 :81mか ら85mの 4mの間で、約0.lmの瓦の堆積をみる。

平瓦が多く礫は少なく地山は粘土となる。

―-56-―

第 6図 軽野遺跡 lB-1ト レンチ平面実測図
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礎石 トレンチ86mの表土下約0.4mか ら検出さ

れた大きな礎石で、南側へ大きく傾む く。南側約

1/4は欠失する。表面は平坦で中央に円孔をもつ。

側面を 5角形にカットし、直径は東西0,9m、 南北

約1.Omを測 り、高さは約1.Omぁ ったとみられるが、

南側の底部も欠失し断面三角形を呈する。中央の円

孔は直径0.24m、 深o.03mあ り、底部は九い。使用

石材は花筒岩である。礎石は直径1,4mの 上羨内に

すえられ、深度は約0,3mを測る。埋土は淡白褐色

粘土で、黒色土器片が出上した。

礎石の周囲には瓦列、溝等がある。瓦列は礎石の

西1.4mに あり、 トレンチの方位と平行する。平瓦・

九瓦の破片を 2ないし3片を組み合せ 1列にしたも

ので、幅は0.5mあ る。 1段のみの遺存である。瓦

列のO.55m西は大きく落ち込み沼状を塁する。

溝 (SD5)は 礎石の5.5m北にあ り、'東西方向

を主軸にもつ。幅0.54m、 深0.19mあ り断面U字形

を呈す。礎石と溝との間には柱穴が 2基あり南側は

直径0.8m、 北側の柱穴は直径0.35mを測る。

礎石の東側は何ら遺構はなく、除々に地山面は高

くなるが、約2.4mの ところで0。 lmの段をみる。

lB-7ト レンチ (第 8。 9図、図版四～七)
瓦窯 トレンチの約40m地点で瓦窯 2基と灰原、

河川跡を検出した。瓦窯は 2基並んであり、その東

側に灰原は拡がり、河川となる。河川は最近まで存
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第10図 軽野遺跡lB区 トレンチ断面図
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在していたものである。

瓦窯は水田耕作土直下の地山面から検出され、標高116.5mの地点にある。地形は西側に傾斜する扇状地を

呈し、その中央部に構築されたことになる。寺院の東側に位置し、眼下に寺院を見る。窯体の大半はすでに削

平されているが、窯の方位は確認でき、ともに地形の高い方に焚口を設ける。ここで便宜的に南側から1号窯、

2号窯と番号をつける。

1号窯 :焚 口から燃焼室と焼成室の 1部を遺存する。遺存する窯の構造から登窯と想定される。焼成室から

西方へつづく焼土面を含めると残存長3.Om、 最大幅1.35mを測る。

焚口幅は0.3m、 残存高約0。 3mを測り、燃焼室の側壁からつづく責青色焼土を壁とする。石、瓦等の施設は

みられない。

燃焼室は奥行1.2m、 幅0.85～ 1,Omあ り平面橋円形を塁する。両壁厚は0.1～ 0.18mあ り、仄面は 2回認め

られ、ほぼ平坦である。燃焼室には炭が充塞していたが、瓦は平瓦片が数点出上したのみである。

焼成室は 1段 日のみを残す。奥行0.2m前後、幅0.8mを測り、0。 lmの階段高をみる。 2段日は0,06mの 階

段高を残すのみで、 2段日以降の階段床面は消失する。わずかに黄赤色の焼土痕が1.2mつづく。

焚口の外方には古い灰原を切り込んだ幅約1.4mの落ち込みがあり、焼土・炭 。原が充塞する。床面は舟底

状を呈し、 2次操業以降の掘り込みとみられる。

2号窯 :1号窯の北0.5mにあり、床面のみ遺存する。床面は東西に長い方形を呈し淡緑青色の固く焼きし

まったものである。東西0.9m、 南北0.63mを測り、その東側に半月形の赤く焼け固まった部分がある。幅は

0.4mあ り、おそらく焚口に相当するところとみられる。このことから、方形の床面は燃焼室に当ると思われ

る。床面に数片の平瓦片をみる。この床面は厚さ約0.05mあ り、その約0。 lmに も焼土と床面をみる。 2回以

上の床の貼 り替えが行われたとみてよい。

灰原 :1号窯の焼成窯残存部から西側 lmから、河川跡まで東西10m以上、南北10mに灰の拡がりをみる。

西側の堆積は薄く、河川にむかって厚くなる。最大厚は河川の肩付近で約0,3mある。 2号窯周辺の灰原から

軒九瓦 (A型式)、 軒平瓦 (A型式)の出土をみた。なお、 1号窯の焼成室から2号窯の西側にかけて 5個の

柱穴が認められた。 1号窯と重複する柱穴は 1号窯を切り込む。
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5.遺 弦,(第 1～ 14図、図版十一～十五 )

1瓦 類

今回の調査では lB-1ト レンチから大量の瓦類の出土をみた。大部分は細片の平瓦でトレンチの南東側に
は瓦を敷いたとみられる約10clllの堆積層も確認された。その中に、完形の平瓦や瓦当部をよく残す軒丸瓦が含

まれていた。 lB-7ト レンチから検出された 2基の瓦窯からは若千の平瓦・丸瓦の細片の出土があったのみ
で、灰原から数点の軒丸瓦軒平瓦の出上をみただけである。

軒丸瓦 合計で 9点の出上であるが、文様、構成、形体から大きくA～ Cの 3型式に分類され、さらに細部
の構成により細分される。

A(1～ 4)単弁蓮華文軒丸瓦で、細分の文様構成の相違からa～ cに細分される。a(1)は小型の軒丸瓦で

中央を盛り上げた中房の中央に 1つの連子と、盛り上りの外周圏線をめぐらし、その外側に 9個の珠文を配す

る。 2重の蓮弁の中央に稜のある弁 6葉と、外区内縁に21個の珠文を配し、 2重圏文の周縁からなる。彫刻は

深く子弁・間弁の端部はよく盛り上がる。焼成は堅緻で灰色の須恵質を呈する。九瓦部凸面中央に×と直線を

組み合せた窯印をつける。b(2)は丸く突出する中房はAaと同じであるが、中央部は丸く山形に盛り上る。
蓮弁は 6葉でやや肉厚の九味をもつ。外区内縁には11個以上の珠文を配するが前回調査出上の同型式の珠文は

27を数える。周縁は低く1重の重圏文である。九瓦は瓦当外周いっばいに付ける。胎土に砂粒を含み焼成は軟

質で表面を黒くいぶし黒灰色を塁する。素地は黄褐色である。c(3～ 5)は 8棄の蓮弁を配するもので中房は

Abに似るが中房外周の珠文は 7個になる。子弁は 3重となり彫りは明瞭で中央に稜をもち、端部はよく盛り
上る。外区内縁の珠文は密に配され30数個はあったとみられる。周縁は 2重圏文となる。 4・ 5の瓦当裏面の

外周は丸く盛り上り、九瓦との接続用補強粘土は下半分はしない。 3点とも胎上にやや大粘の砂粒を含み焼成

は良く、5は灰白色の須恵質で、 3は淡黄褐色を呈し、4は表面を黒くいがしたとみられる。

B(6・ 7)単弁蓮華文軒九瓦で 2点出土した。中房周縁は素文である。 8葉の蓮弁をもち、間弁は大きく
て厚く全体がつながる。文様構成は簡素文様で彫りは浅く各文様は太めである。胎土に 2・ 3 11ullの砂粒を含み、

焼成は 7は軟質で淡赤褐色を呈し、 6は良く赤褐色で堅い。 6は丸瓦部の凸面を縦方向にヘラ削りし、凹面も

補強粘土後、縦方向になでる。

C(8。 9)複弁蓮華文軒丸瓦で中房の直径は大きく1+8の蓮子をもつ。細弁の複弁 8葉の連弁を配し弁
の先端は尖りぎみである。弁のまわりを細線でかこむ間弁はY字状を呈する。外区内縁には圏線を配し周縁は

素文である。全体的に彫りは浅く面的構成である。九瓦部の接続は瓦当外周の 2 cll内側に溝を彫り、そこに丸

瓦をさしこむ印籠付けであるが、外側の補強粘土は少なく極端なカーブを描き段をなす。 8は溝の奥まで丸瓦

を挿入せず、0.811Mllのすき間をみる。胎土はともに 2 11ull前後の砂粒を含み焼成は 5は良く暗灰色を呈し、 8は
軟質で黄褐色である。

軒平丸 合計で 6点出土した。これも文様構成などからA・ Bの 2型式に分類できる。

A(10～ 12)重弧文軒平瓦で 3種類に細分される。Aa・ bは櫛書きによって重弧文を表わし3重弧となる。

その下部を等間隔に指圧し顎とするが補強粘土はしない。a(10)は 弧の間隔の大きなもので、指圧は右手親指

で右上方向に圧し6個配する。平瓦部凹面の前約 5 cmlをなで調整し後半に細い布目を残す。そこに粘土板切り

離し痕をみる。凸面は縄ロタケキ後ていねいになでてタタキを消す。b(12)は 弧の内隔の狭いもので、顎指圧

は右手親指で左上方向に施す。平瓦部の凹面は先端まで布目を残し、凸面は顎裏に縄ロタタキを残し他を縦方
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遺物

番号
型  式 直  径

内 区 外 区

備 考
中房径 蓮 子 数 弁区径 弁  幡 弁 数 広

縁 外

l A一 a 1+K+9 T6 6
Ｓ

２‐ 5 灰原出土

2 A一 b (156) 1+K+8 T6
11,■ ト 8 5 」 1

3 A一 c 1+不明 T8 8
S
61火 L

7

4 A― c (151) 1+K+7 T8 9
Ｓ

Ｗ 7 」 2

A― c 不明+4以上 T8 17 7
Ｓ
以

6 灰原出土

B 0 T8 6 0 8 3 O

7 B 0 T8 6 0 9 3 0

C 1+8 F8 K 3 0 平城宮6225型式

9 C 1+8 F8 K 3 0 平城宮6225型式、灰原出土

軽野遺跡軒丸瓦計測表 (単位=mm)

軽野遺跡軒平瓦計浪1表 (単位 =mm)

軒瓦計測表記号

●T 単 弁     。S 珠 文
●F  複 弁     ●K  圏線・界線
●G  重弧文     ●J  重圏文
●KK 均整唐草文   OO  素 文

向にヘラ削りする。c(11)は瓦当部をヘラ削り後上端にやや太日の 2条の弧を配するもので重弧文の軒平瓦と

してよいと考えられA型式とした。平瓦凹面には模骨痕が残る。凸面は縄ロタタキ後縦方向に荒くヘラ削りす

る。顎は直線顎である。胎土はいずれも微砂粒を含み、焼成は10・ 11は軟質で黄褐色を、12は良く暗灰色を呈

し須恵質である。

B(13・ 14)均正唐車文軒平瓦で 3点出上した。いずれも同危品であり、ここでは完形品の 2点について取

り上げる。文様は左右対称の 3回反転の唐草文を配しやや肉厚に表わす。外区内縁は圏線を配す。顎は断面三

角形状に粘土を補強し曲線顎を呈する。14の平瓦部凸面は縦方向に大きく7面にヘラ削りし面取 り状を呈する。

13は細かくヘラ削りを施こす。両者とも平瓦部凹面先端を横方向にヘラ削りする。また、両側面はヘラ削りを

施こすのであるが、所々に樋巻造り分害J法により生じた剣離痕をみる。この瓦は 4分割によって製造されたも

のである。両側端部の約2/3を剣離させている。これは丸瓦をかみあわせる時の調整の為打ちかいた痕跡とみ

られる。胎土は 1～ 5Шの砂粒を含み、焼成については13はやや軟質で淡褐色を、14は良く暗灰色を呈し須恵

質である。

丸瓦(15・ 16)と もに行基型式のもので、今回の調査では玉縁九瓦の出土はなかった。ともに、凸面を縄ロケ

タキ後ヘラ削りを施し、15は縦方向に、16は細かくていねいに行なう。両側面はヘラ削りし、 1方の内外面も

ヘラ削りするが他方は内側だけである。いずれも胎土は 1～ 3 BMllの 砂粒を多く含み、焼成は堅緻で暗灰色を呈

遺物

番号

形  試

瓦 当 面
全

　

　

　

長

顎の形態

情 考

上

弦

巾

弧

　

　

　

深

下

弦

巾

厚

　

　

　

さ

内

区

厚

さ

内

区

文

様

上
外
区
厚
さ

上
外
区
文
様

下
外
区
厚
さ

下
外
区
文
繕

脇

　

　

　

巾

脇

区

文

様

文
様
の
深
さ

直 曲 段

A― a G3 2 0 押圧文 6

11 A― c G2 ユ 342 0 瓦当面ヘラ削り

A― b G3 2 0
灰原出土
す甲F■文 2イ回以 r

B KK K K K 2 369 0 平城宮6663型式

B KK K K K 2 0 平城宮6663型式
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し須恵質である。なお、両者とも狭端部の側端を三角形にかく。

小結 これら瓦類のうち軒丸瓦Aa(1)、 Ac(5)、 C(9)、 軒平瓦Ab(12)、 九瓦(16)は瓦窯灰原から出
土し 軒九瓦 9は焼土片とともに出土した。他は lB-1ト レンチの南側から出土したものである。軒丸瓦の
瓦当と丸瓦の接合法はA型式は溜付けでC型式のみ印籠付けである。

ここで軽野遺跡出土の文様瓦について他の遺跡との検討を行ってみよう。軒丸瓦A型式の単弁六葉軒丸瓦は

野々目廃寺からも出土するが他に出土例はない。しかし、軒丸瓦Ac型式の八葉系の軒丸瓦は蒲生郡雪野廃寺、
宮井廃寺、綺田廃寺、愛知郡妙園寺遺跡、小八木廃寺、野々目廃寺からも出土し、更に湖北地方の井ノロ遺跡、

今西遺跡 (浅井寺)からも同型式のモチーフを持つ瓦が出土していが!野々目廃寺、今西遺跡の瓦当中房には
+印の稜線をみる。このことから軒丸瓦Ab型式は愛知郡のみの特徴と思われる。また小型のAa型式も同じ
であろう。C型式の複弁八棄軒丸瓦は平城宮6225Bと似ぜぞ法華寺、唐招提寺、長岡宮等で同絶品が出土して

いる。

軒平瓦A型式の指圧をした重弧文軒平瓦は小八木廃寺、野々目廃寺、雪野廃寺から出土している。小八木廃

寺の重弧は 2重弧となり指圧の数ははるかに多い。宮井廃寺の指圧は大きく重弧の線の細さはAb型式に近い。
Ac型式については、神崎郡五個荘町小流廃寺、野々目廃寺出土瓦によく似た文様をみる。B型式の外区を圏
線で表わしたものとしては大津市南滋賀町廃寺と彦根市恒河寺遺跡 (竹 ヶ鼻廃寺)がある。また、綺田廃寺か

らは唐草を縦長に表現したものが出上していだ?こ の型式は平城宮跡6663Cと極似し法隆寺・唐招提寺 。長岡

京久世廃寺からも出土する。この型式は軒丸瓦6225型式と組み合うもので平城官第二次朝堂院から出土する。

このことから軒丸瓦C型式と軒平瓦B型式はセット関係にあるといえる。ただ、平城官6663C型式の唐草文様

の左狽1第 3単位は第 1支葉を欠き、左側第 2単位にも違いをみる。また、軒丸瓦も同様で所々に相違をみる。

両者とも平城宮出土瓦より少し小ぶりである。しかし、同地品といっても良いほど似る。

なお,今回の調査では出土しなかったが前回の調査において,軒平瓦の中に 3重弧文様の上弧線と下弧線の

間をヘラ状工具で縦に線を等間隔に入れ,顎に指圧を施したものが出土している (図版十一)。 ここでこの軒

平瓦を仮に軒平瓦Ad型式と分類しておきたい。
つぎに、軒丸・軒平瓦のセット関係についてかれて始こう。軒丸瓦 Cと軒平瓦Bが組み合うことは上記で述
べたとおりである。軒丸瓦Aは軒平瓦Aと 組み合わせることはできよう。その中で、小型の軒丸瓦Aaは、重
弧文の細い軒平瓦Abとセットになると思われる。両者は瓦窯灰原からも出上しており、同時期のものと考え
られる点などの理由にもよる。そうなると、大型の軒丸瓦Ab・ cは軒平瓦Aaと 組み合わせることができる

が、軒平瓦にはA― d型式のものもあり、詳細なセット関係については軒丸瓦B型式も含め後日の研究にゆづ

りたい。

これら上記の軒瓦の時期については、軒丸瓦 Cお よび軒平瓦Bは平城宮第二次朝堂院出土瓦と全く同様であ

り、法隆寺、唐招提寺、長岡宮、久世廃寺などにもこの系統の瓦の出土がある。天平期から長岡京期に位置づ

けが可能で、 8世紀後半頃に比定されよう。

軒丸瓦Aと軒平瓦 Aは、当廃寺創建時に伴うものと考えられ、軒平瓦の重弧文の特徴からこれまで白鳳期と

考えられてきた。しかし、同伴する土器をみるとその製作は白鳳期まで遡らすことは困難であり、また、軒平

瓦の顎をみると白鳳期の特徴である段顎はなく、むしろ奈良時代の形態にある曲線顎となる。このことから、

軒平瓦A型式は白鳳期の文様をそのまま奈良時代まで受け継いだ工人が製作したと考える。奈良時代前期の要

素をもつ瓦として位置づけられよう。このようにみると、軒丸瓦 A、 軒平瓦Aが軒丸瓦 C、 軒平瓦 B型式より

先行し、連続した時期として位置づけられる。
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第11図 軽野遺跡出土遺物(軒丸瓦)実測図
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第12図 軽野遺跡出土遺物(軒平瓦)実測図
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2上 器 類

今回の調査は細長い トレンチ調査のため、遺構から出土した遺物は少なかった。さらに、出土遺物の中には

ほ場整備事業によつて動かされ、細片化したものが多く、

資料的価値を失なったものがあった。このような状況下に

消いて、遺構面および地山面から出土した土器は比較的信

憑性をおけるものとして述べてみよう。ここでは器種ごと

に記述する。

須恵器 杯蓋(1・ 2)、 杯身(3～ 11)、 三 (12)、 甕(13・

14)がある。

杯蓋はいづれも口縁端部をわずかに垂下させるもので、

1の端部は尖 りぎみである。天丼部は平坦に近 く、 1は天
0       5      10      15cM
1111 1   1   1

井の約1/3をヘラ削りする。 1は口径 15。 2ctll、 器高3.6clllを     第13図 軽野遺跡出土遺物(丸瓦)実測図

測り、胎土は精良、焼成は良く暗灰色を呈する。 2は胎土に微砂粒を合み、焼成は良く灰白色である。 1は

lB-10、 2は lB-3ト レンチ地山面から出土した。

杯身は立ち上りのある3と 平底 4～ 6、 高台付の7～ 11がある。 3は lB-1礎石東拡張 トレンチから出土

した。小型の杯身でこの型式の終末期のものである。底部外面は未調整で、胎土に砂粒を合み、焼成は良く灰

白色を呈する。 4は 口縁部を大きく外反させ、体部と底部との境界に段をもつ。底部は粗雑
ヘラ削り調整を施

こす。復元口径11.4cm、 器高3.3clllを測る。胎土に微砂粒を含み、焼成はやや不良で淡灰褐色を呈する。 lB

-1礎石西拡張 トレンチから出土した。 5・ 6は lB-3ト レンチ東北部から出土した。 5の器壁は薄く、医

部は平坦になる。底部外面はヘラ切り後ナデ調整する。日径12.4clll、 器高7.2clllあ り、胎土に石英を含む。焼

成は良く灰白色を呈し、外面の約1/3は黒灰色である。 6は大型の器で、日縁部をわずかに外反させる。底部

外面はヘラ切り後かるくなで、体部との境界屈曲部のみヘラ削りする。口径16.8cm、 器高5.Ocmを 測る。胎土

に微砂粒を少量含み、焼成は軟質で白灰色を呈する。高台付杯身は完成品はなく、高台の特徴的なものを取り

上げた。高台はいずれも低く接続後の調整は粗雑である。 7は外方へかんばり、内端の接地するものである。

8は外方へかんばり端面全面が接地する。大型の杯身で底部外面はナデ調整する。 7・ 8は lB-4ト レンチ

中央付近から出上した。胎土・焼成はともに良く、 7は淡灰色、8は灰青色を呈する。 9は内奄する高台で、

底部外面をナデ調整する。胎土に l llull前後の砂粒を含み、焼成は良く灰白色を呈する。 lB-3ト レンチから

出上した。10は底部外内の約 l clll内側に短い高台を付けたもので、 lB-1ト レンチの礎石横から出土した。

11は内傾する短い高台を呈し、体部内外面に横ナデ痕をよく残す。 lB-1ト レンチ南西端から出上した。

10・ 11と も胎土に微砂粒を含み、焼成は良く灰白色を呈する。

壷12は lB-7ト レンチの瓦窯から約20m北東の地山面から出土した。口縁部を欠失する。体部下位をヘラ

削りし、底部は九味をおび坐りは良くない。器面の内外面に緑色系と黄褐色系の自然釉が多量に付着し、特に

外面肩より上位、内面下位は著しく、内面は約 3 11ullの厚さで付く。また、自然釉の気泡も密にある。素地を残

す部分は少ない。体部最大径 18.lclll、 残存器高17.5clllで 、胎上に微砂粒を含み、焼成は堅緻で灰白色を呈する。

この器はおそらく瓦窯で焼成したが、自然釉が付きすぎ放棄された可能性がある。

甕13・ 14は lB-4ト レンチの地山面から出土したもので、13は 口縁端部をつまみ上げ、口縁部外面に凹線

が 2条めぐる。体部の肩に耳を付してあったとみられ、その痕跡を残す。14は 口縁部を外反させ、体部外面を
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第14図 軽野遺跡出土遺物(土器)実測図
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平行タタキ、内面に円形浮文をみる。胎土はともに石英を含み、焼成は良く、13は暗灰色、14は灰白色を呈し、

内面は黒灰色である。

上師器 甕(15)が lB-4ト レンチから出土した。内奄する口縁部の端面に段をもつ。外面は縦方向のハケ

日後かるくなでて、内面は傾め方向にハケ調整する。胎土に砂粒を含み、焼成は軟質で黄褐色を呈する。

黒色土器 坑 (16)が lB-1ト ンンチ礎石横から出土した。破片は 2点あり礎石の南側と東側に礎石の底部

近くから接するように出土した。口縁部はわずかに内弯し、端部を外反させる。内外面横方向にていねいなヘ

ラ研磨する。外面の方が密である。復元口径13.4clllを 測る。胎土に微砂粒を含み、焼成は良く素地は淡灰褐色

である。内外面黒色を呈する。

山茶塊 婉(17)が lB-7ト レンチから重12と伴に出土した。断面三角形の低い高台を付け、その端部に多

くのキズが付く。底部外面の切りはなしは糸切りとみられる。底径8.lclllを測る。内面に重ね焼きによる他の

器種の破片が付着する。胎土 。焼成とも良く淡灰色を呈し、表面に黒色斑文をみる。

′卜 結 今回出土した土器の中で比較的年代をとらえられるものは須恵器の杯蓋で、奈良時代でも古い時期

まで遡のばり、平城官 Iも しくは 1に相当するとみられ、 8世紀前葉に比定される。この時期に属するとみら

れる土器には、杯身 6、 重12がある。高台付の杯身にはこれより1段階新しい要素を持つ7～ 9がある。奈良

時代後半の特徴をもつものとしては甕13・ 14と杯身 5があり、特に5は平城官Ⅲに近似し、8世紀第 3四半期

頃に位置づけできる。

杯身11は高台、口縁部の特徴から平安時代に相当するとみられ、 9世前葉から中葉に比定される。黒色土器

16も 同時期とみてよいであろう。
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6. ま と

今回の調査は、暗渠排水予定地に細いトレンチを約30本設定した。これは軽野廃寺の東域約1/3に対応 し、

前回の調査で粥らかにできなかった寺域の確認および伽藍配置を確証づけられるものとして期待された。

しかし、検出された遺構は上記の問題を解決する資料としては充分ではなかった。その中で、礫・瓦敷遺構

や礎石、瓦窯および軒瓦類の検出は、廃寺の性格を裏づけるものとして満足させられる。

前回の調査では廃寺の南門や西・南を限る溝等の検出があり、今回検出の lB-1ト レンチ第 1群礫 。瓦敷
遺構は、その南門の北側にあたり、南門からつづく整地面として位置づけられよう。伽藍配置から想定すれば、

寺院の中央の空間部分に相当する可能性をもつ。第 3・ 4群は第 1群整地層の北側正面にが当たり、南門から

45～ 50mの位置になり、塔ノ塚 (塔推定地)の約30m南東である。瓦の堆積層と軒瓦の出土から、この部分に

何らかの建物の存在を示唆するものとして注目される。

礎石は第 4群から約36m北東にあり、塔の塚の東約46mの位置になる。掘 り形から出土した黒色土器は 9世

紀前半のものとみられ、この時期に礎石を中心とした堂宇が想起される。ただ、礎石は他から搬入された可能

性も残し、詳細は明らかではない。

瓦窯については、伴出遺物が少なく時期決定に失くが、灰原から出土した軒丸瓦 (A型式)、 軒平瓦 (A型

式)お よび軒丸瓦 (C型式)を当瓦窯焼成瓦とするならば、瓦窯は創建期に築造され、 2次操業以降に軒丸瓦

C型式が焼成されたとみられる。ただ、 1号・ 2号の前後関係については明らかではない。なお、焚口の位置
⑮

が扇状地の高い方に設けられていることは、大津市穴太瓦窯と同形態を呈する。登窯の構築法を究明する上で

注目される共通性をもつ。

この瓦窯の位置は、塔の塚から南東約120mに位置し、瓦窯を寺域内に構築したのか、それとも寺域外であ

ったのかによって寺域の東西範囲を考える資料になる。

大津市構木原瓦撃監南滋賀町廃寺に伴う瓦窯で、廃寺の西築地の外側に瓦工房とともに築造されている。先

述の穴太瓦窯は穴太廃寺の瓦窯とされているが、寺院の位置・範囲・規模は明らかではない。しかし、瓦の散

布形態 。地形構造等から穴太瓦窯は寺院外に立地する可能性をもっている。ただ、飛鳥期の寺院とされる衣川

廃撃稚寺域内に瓦窯をもち、決して瓦窯は寺域外にあるとはかぎらない。一般的に生産遺構は寺域内に造られ

ることは少なく、畑田廃華路は寺域外から工房跡が検出されている。当瓦窯も寺域外に築造されたと考える方

が妥当とみられる。

このことから、当遺跡の東限は瓦窯の西、小字塔の塚から120m以 内に想定され、前回検出の西限から復元

すると、東西距離を150m位にするのが最も妥当と思われる。寺院の東西幅を 1町半と推定してょぃでぁろう。

当遺跡の時期については、出土遺物は軒丸瓦 A型式、軒平瓦 A型式は須恵器蓋 1・ 2と 同時期といえ、奈良

時代前葉の製品とみられる。軒丸瓦 C型式、軒平瓦 B型式は平城宮では天平年間の第二次朝堂院造営軒瓦とさ

れ、長岡宮でも同絶品を使用しているぞ軒丸瓦 A、 軒平瓦 A型式に続 く奈良時代後半の軒瓦に比定してよいで

あろう。

このことから、軽野廃寺は奈良時代前葉も早い時期に倉J建され、以後連綿と寺院は存続し、山茶坑の出土す

る平安時代後半の12世紀から13世紀に衰退したといえる。それは律令国家体制の崩壊とともに寺院の生命も消

滅したと考えることができる。

おわりに、 lB-1、 lB-7ト レンチの遺構は、農林部との協議により暗渠排水溝の位置を変更し遺構を

め
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現状で保存 した。
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